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育
む
未
来
へ

─
同
窓
会
会
長 

片
岡
　
満

　

昭
和
35
年
電
気
科
卒
の
片
岡
で
す
。

　

こ
の
た
び
推
さ
れ
て
会
長
に
な
り
一

年
が
経
ち
ま
す
が
、
悩
み
は
若
い
方
の

協
力
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
現
役
時
代
は
仕
事
が
忙
し
く
、
な
か
な

か
同
窓
会
へ
の
関
心
が
集
ま
り
に
く
い
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
ぜ

ひ
、
総
会
へ
の
出
席
、
役
員
・
幹
事
へ
の
立
候
補
、
会
報
「
く
ろ
が

ね
」
へ
の
寄
稿
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
報
「
く
ろ
が
ね
」
の
会
員
の
み
な
さ
ん
の
ひ
と
こ
と
、
ク
ラ
ス

会
同
期
会
の
ニ
ュ
ー
ス
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
在
校
生
の
み
な
さ

ん
の
ク
ラ
ブ
活
動
ニ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
、
い
ま
ま
で
の
こ
と
、
こ
れ

か
ら
の
こ
と
が
会
報
紙
面
で
交
流
さ
れ
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
会
報
が
３
万
人
の
会
員
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
愛
読
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
一
層
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
創
立
90
周
年
の
記
念
事
業
で
は
多
大
な
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
時
代
と
い
わ

れ
る
な
か
、
わ
が
母
校
へ
の
入
学
希
望
者
は
減
ら
ず
、
大
学
進
学
実

績
は
向
上
し
て
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
み
な
さ
ん

と
と
も
に
寄
与
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
し
ま
い
に
、
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。
役
員
が
高
齢
化
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
若
い
方
の
参
加
で
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

役
員
に
立
候
補
し
て
く
だ
さ
い
。

平成30年度

平成30年度 収支決算書表　　自 平成30年4月1日～至 平成31年3月31日  （単位：円）

収
入
の
部

費　目 30年予算 30年実績 摘　要
繰 越 金 15,399,769 15,399,769
入 会 金 （ 1 ） 7,000,000 6,970,000 平成30年度定期入学	入会金	
　 〃 　 （ 2 ） 200,000 100,000 平成30年度追加入学	入会金
　 〃 　 （ 3 ） 0 0
年 間 会 費 600,000 624,000 472件
受 取 利 息 0 28 普通預金・定期預金利息
雑 収 入 200,000 220,000 寄付及びご祝儀
預 り 金 200,000 220,000 くろがね46号　広告掲載料	くろがね４７号
収 入 計 8,200,000 8,134,028
合 　 計 23,599,769 23,533,797

（単位：円）

　
支
出
の
部

費　目 30年予算 30年実績 摘　要
会 報 発 行 3,100,000 3,002,585 くろがね・編集・印刷・発送・広告等
総 会 費 1,400,000 1,175,514 会場・懇親会運営・お土産・写真等
会 議 費 50,000 22,584 役員・幹事会
懇 談 会 費 200,000 157,758 新年会・校友会・役員会等
活 動 費 1,300,000 1,374,612

（ 体 育 祭 助 成 金 ） （120000） （100000） 体育祭	賞品
（ 各 種 お 祝 い 金 ） （460000） （640000） 各種クラブ・会への祝儀
（ 卒 業 記 念 品 ） （720000） （634612） 卒業年度記念品助成　総会にて進呈
同 期 会 助 成 金 200,000 90,000 同期クラス会助成
管 理 費 760,000 754,920 名簿及びPC更新と管理
通 信 費 160,000 114,724 郵送・電話料・アンケートはがき受取切手
旅 費 交 通 費 250,000 214,500 役員・幹事の交通費
慶 弔 費 50,000 4,881 慶弔費
事 務 用 品 費 60,000 87,909 事務用品費・中封筒作成
支 払 い 手 数 料 60,000 50,584 振替口座・振込・受取人払い手数料等
雑 費 15,000 15,252 残高証明・年賀等
予 備 費 3,195,000 3,100,000 各項目に該当しない臨時出費	
預り金（ 広告掲載料 ） 200,000 240,000 29年度中に入金した広告掲載料21社
支 出 計 11,000,000 10,405,823
次 年 度 繰 越 金 12,599,769 13,127,974
合 　 　 　 　 計 23,599,769 23,533,797

上記のとおり報告いたします。

会員データ
●卒業生数………………………54,545名
●重複卒業生数……510名（中・高卒業）

●発行数…………………………24,593部

（平成31年4月1日現在）

■ 理事就任
大谷副会長が
「学校法人 大阪産業大学」

の理事に就任

TOPIX

●  今春卒業された皆さんは無料招待します。

●  総会出席の方は、同封のハガキでご連絡ください。
　 5月15日（水）必着でお願いします。

●  ご出席の皆さんに「記念品」を用意しています。

今年！卒業のみなさま

2019年度 同窓会総会案内

開 催 日 2019年6月30日（日）2019年6月30日（日）
受 付 開 始 午前10時30分午前10時30分 開 会 午前11時00分午前11時00分

懇 親 会 午後12時00分午後12時00分 閉 会 午後 2時00分午後 2時00分

総 会 会 費 一般会員 ： 5,000円
女子会員 ：  3,000円
一般会員 ： 5,000円
女子会員 ：  3,000円

会員の同伴 ： 3,000円
介 添 者 ：  無料
会員の同伴 ： 3,000円
介 添 者 ：  無料

会員の皆様の、同窓会総会へのご参加をお待ちしております。
新年号が「令和」と発表されました新年号が「令和」と発表されました新年号が「令和」と発表されました

会 場 ホテルグランヴィア大阪
（JR大阪駅直結）　☎06-6344-1235
ホテルグランヴィア大阪

（JR大阪駅直結）　☎06-6344-1235

学び舎に
　　精華を示す  

　　　 Vision 100

学び舎に
　　精華を示す  

　　　 Vision 100

	１月	 15日（火）	 桐蔭高校　全国高校ラグビー優勝お祝い

	１月	 26日（土）	 産大附属高校卒業式　会長　役員出席

	２月	 6日（水）	 くろがね47号第3回編集会議　役員・幹事

	 2月	 25日（月）	 くろがね47号第4回編集会議　役員・幹事

	３月	 2日（土）	 3校（校友会・桐蔭同窓会・産大附属同窓会）合同懇親会

	３月	 9日（土）	 中学校卒業式　会長　役員出席

	 3月	 14日（木）	 くろがね47号第5回編集会議　役員・幹事

	３月	 27日（水）	 評議員会　理事会　会長　役員出席

平成30年

平成31年

	４月	 3日（火）	 高等学校・中学校入学式

	４月	 10日（火）	 会計監査　会長　会計　監査役出席
	 	 	 役員幹事会　役員幹事出席

	 5月	 19日（土）	 後援会　懇親会　会長　役員出席

	 5月	 22日（火）	 役員幹事会　役員幹事出席

	 5月	 22日（火）	 平成29年度決算報告　会長・副会長　出席

	 6月	 5日（火）	 役員幹事会　役員幹事出席

	 6月	 14日（木）	 役員幹事会　役員幹事出席

	６月	 17日（日）	 定期総会懇親会

	 8月	 1日（水）	 桐蔭高校　全国高校野球出場お祝い　

	 9月	 18日（火）	 桐蔭高校　全国高校野球優勝お祝い　

	９月	 23日（日）	 中学体育祭　会長　役員出席

	９月	 28日（金）	 高校体育祭　会長　役員出席

	10月	 22日（月）	 役員幹事会　役員幹事出席

	11月	 １日（木）	 梧桐祭　会長　役員出席

	11月	 2日（金）	 90周年記念式典　懇親会　会長　役員出席

	11月	 13日（火）	 くろがね47号第1回編集会議　役員・幹事

	12月	 15日（土）	 くろがね47号第2回編集会議　役員・幹事



平成31年4月22日	 く ろ が ね 	 第47号	 （2）

　

平
成
30
年
6
月
17
日
㈰

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪

（
大
阪
・
近
鉄
上
本
町
）
で

定
期
総
会
と
懇
親
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

総
会
進
行
の
司
会
者
は 

田
中
一
夫
（
昭
和
40
年
・
電

気
科
卒
）
氏
が
行
い
、
物
故

者
へ
の
黙
祷
で
始
ま
り
、
同

窓
会
会
長
の
寺
前 

章
氏
が

学
園
と
同
窓
会
の
発
展
・
今

期
迎
え
る
創
立
90
周
年
の
記

念
す
べ
き
節
目
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
平
岡

伸
一
郎
校
長
か
ら
新
任
の
挨

拶
と
高
等
学
校
の
近
況
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て 

正
副
議
長
の
選
出
に
は
司
会

者
一
任
に
よ
り
議
長
に
大
瀬

戸
美
満
（
昭
和
42
年
・
機
械

科
卒
）
氏
、
副
議
長
に
杉
本

正
之
（
昭
和
51
年
・
電
気
科

卒
）
氏
が
推
薦
さ
れ
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
内
容
は
第

1
・
2
・
3
・
4
・
5
・
6

号
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
内
容
は
参
照
欄
）

　

平
成
30
年
か
ら
3
年
間
の

新
役
員
紹
介
は
、
西
川
和
人

氏
よ
り
発
表
さ
れ
新
同
窓

会
会
長
に
片
岡 

満
氏
が
紹

介
さ
れ
る
と
共
に
従
来
か
ら

の
副
会
長
大
谷
和
正
氏
が
学

校
法
人
大
阪
産
業
大
学
理
事

と
し
て
学
園
運
営
の
一
員
と

な
り
、
同
窓
会
と
の
両
任
務

で
活
躍
さ
れ
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
の
新
役
員
は

「
組
織
・
役
割
欄
」
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
方
々
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
片
岡
新
同
窓

会
会
長
よ
り
退
任
後
、
参
与

の
寺
前
前
会
長
・
小
池
前
会

計
監
査
役
・
上
殿
前
会
計
監

査
役
に
感
謝
状
を
渡
さ
れ
永

年
の
労
い
を
祝
さ
れ
た
後
、

全
出
席
者
の
集
合
記
念
写
真

を
撮
影
さ
れ
懇
親
会
に
入
り

ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
西
川
和
人
氏

と
中
山
俊
治
（
昭
和
47
年
・

電
気
科
卒
）
氏
の
司
会
者
進

行
に
よ
り
、
片
岡
新
同
窓
会

長
の
挨
拶
と
同
窓
会
顧
問
の

平
岡
伸
一
郎
校
長
か
ら
祝
辞

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
来

賓
の
紹
介
に
続
き
、
来
賓
を

代
表
し
て
大
阪
産
大
校
友
会

運
営
部
事
務
部
長
の
能
智
正

雄
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

懇
親
会
恒
例
の
乾
杯
音
頭

は
、
本
会
の
大
先
輩
で
あ
り

ま
す
会
計
監
査
役
を
務
め
て

頂
い
た
小
池
明
雄
（
昭
和
23

年
・
運
輸
科
卒
）
氏
が
感
動

的
な
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

宴
で
は
、
本
校
吹
奏
楽
部

29
名
と
指
揮
者
・
片
木
裕
之

先
生
の
演
奏
で
懐
か
し
い

曲
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
・
名
曲

と
と
も
に
大
阪
鉄
道
・
大
阪

産
大
校
歌
演
奏
と
元
応
援
団

の
吉
田
潤
二
（
昭
和
48
年
・

機
械
科
卒
）
氏
の
迫
力
あ
る

応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
し
て
く
れ
て
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
感
動
の
快
感
を
味
い

ま
し
た
。
次
に
演
劇
部
16
名

と
合
田
早
加
江
先
生
の
指
導

の
下
ユ
ニ
ー
ク
な
演
技
で
始

ま
り
、
演
技
者
が
各
テ
ー
ブ

ル
に
出
向
い
て
話
し
か
け
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
参
加
者

と
一
体
に
な
っ
た
演
技
に
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
笑
顔
が
綻

び
、
素
晴
ら
し
い
後
輩
達
に

惚
れ
惚
れ
し
て
時
間
の
過
ぎ

る
の
を
忘
れ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
し
た
。
懇
親
会
に

は
、
82
名
が
参
加
し
て
頂
い

て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
恩
師
と

の
再
会
を
喜
び
、
学
友
と
の

旧
交
を
温
め
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
年
は
、
古
谷

七
五
三
次
元
理
事
長
の
ご
参

加
が
あ
り
、
皆
さ
ん
が
旧
交

を
更
に
深
め
ら
れ
、
先
生
の

ご
健
康
が
末
永
く
持
続
出
来

ま
す
よ
う
に
と
祈
念
し
な
が

ら
握
手
し
て
い
ま
し
た
。

　

古
谷
七
五
三
次
先
生
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。

　

大
瀬
戸
美
満
氏
か
ら
感
謝

の
挨
拶
と
閉
会
の
言
葉
が
あ

り
参
加
者
全
員
が
笑
顔
で
ま

た
来
年
再
会
し
ま
し
ょ
う
と

ほ
ろ
酔
い
気
分
と
歓
喜
の
綻

び
で
手
土
産
を
片
手
に
三
々

五
々
に
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

新
元
号
制
定
の
総
会
・
懇

親
会
は
、
6
月
30
日
㈰
大
阪

駅
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

大
阪
で
開
催
し
ま
す
。

来
賓

《
学
校
法
人
大
阪
産
業
大
学
》

　

元
理
事
長 

古
谷
七
五
三
次

《
大
阪
産
業
大
学
附
属

中
学
校
高
等
学
校
》

　

校
長 

平
岡
伸
一
郎

　

校
長
補
佐 

大
西
陽
太
郎

　

教
頭 

山
本　
　

勉

　

教
育
相
談
役 

四
位　

義
治

　

教
育
相
談
役 

竹
井　
　

繁

　

事
務
長 

富
永　

利
和

　

元
副
校
長 

鈴
木　
　

博

　

元
教
員 

菊
一
憲
司
郎

《
大
阪
産
業
大
学
校
友
会
》

　

相
談
役 

美
内　

照
男

　

運
営
部
事
務
部
長 

能
智　

正
雄

　

事
務
長 

吉
田　

秀
雄

　

幹
事 

田
中　

善
昭

《
大
阪
産
業
大
学
附
属

中
学
校
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
会
》

　

会
長 

山
元　

賢
一

《
大
阪
産
業
大
学
附
属

中
学
校
高
等
学
校
後
援
会
》

　

会
長 

杉
本　

正
之

　

副
会
長 

上
田
知
津
枝

　

副
会
長 

奥
村　

佳
奈

会
員

大
鉄
Ｓ
18　
電
気 

楊　
　

根
宝

大
鉄
Ｓ
20　
電
気 

杉
原　
　

勇

大
鉄
Ｓ
20　
土
木 

安
信　

昭
雄

一
鉄
Ｓ
23　
運
輸 

畑　
　

昌
三

一
鉄
Ｓ
23　
運
輸 

小
池　

明
雄

鉄
中
Ｓ
25　

 

河
邊　

榮
一

鉄
高
Ｓ
29　
機
械 

上
殿　

貞
義

鉄
高
Ｓ
30　
機
械 

勇
上　

隆
司

鉄
高
Ｓ
31　
機
械 

寺
前　
　

章

鉄
高
Ｓ
31　
機
械 

中
野　
　

修

鉄
高
Ｓ
31　
機
械 

前
西　

勝
治

鉄
高
Ｓ
31　
電
気 

山
村　

欽
也

鉄
高
Ｓ
31　
機
械 

阿
賀　

芳
勝

鉄
高
Ｓ
32　
電
気 

森
本　

勝
之

鉄
高
Ｓ
33　
機
械 

道
上　

武
男

鉄
高
Ｓ
33　
機
械 

小
川　

和
彦

鉄
高
Ｓ
33　
業
務 

小
田　

龍
蔵

鉄
高
Ｓ
34　
土
木 

藤
林　

克
也

鉄
高
Ｓ
35　
電
気 

片
岡　
　

満

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

大
谷　

和
正

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

木
村　

大
成

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

上
田　
　

弘

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

青
木　

治
雄

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

荒
川　

達
夫

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

井
上　

圭
司

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

川
本　

英
雄

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

塩
谷　
　

正

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

平
城　

文
夫

鉄
高
Ｓ
35　
業
務 

中
村　

増
一

鉄
高
Ｓ
35　
土
木 

向
井　
　

章

鉄
高
Ｓ
36　
土
木 

谷
所　

昭
三

鉄
高
Ｓ
37　
機
械 

山
田　
　

功

鉄
高
Ｓ
39　
業
務 

辻
野　

孝
治

鉄
高
Ｓ
39　
機
械 

菱
田　

英
男

鉄
高
Ｓ
39　
電
気 

吉
谷　

勝
利

鉄
高
Ｓ
40　
電
気 

吉
武　
　

要

鉄
高
Ｓ
40　
電
気 

田
中　

一
夫

鉄
高
Ｓ
40　
土
木
建
築 

田
邊　

正
喜

鉄
高
Ｓ
41　
自
動
車 

井
上　

正
章

鉄
高
Ｓ
41　
自
動
車 

美
内　

照
男

鉄
高
Ｓ
41　
土
木 

上
田　

博
幸

鉄
高
Ｓ
41　
土
木 

内
藤　

和
男

鉄
高
Ｓ
42　
機
械 

内
藤　
　

修

鉄
高
Ｓ
42　
普
通 

大
島　

容
一

鉄
高
Ｓ
42　
機
械 

大
瀬
戸
美
満

鉄
高
Ｓ
45　
土
木 

由
元　

逸
次

鉄
高
Ｓ
47　
普
通 

金
谷　

友
晴

鉄
高
Ｓ
47　
普
通 

一
貫
坂　

彰

鉄
高
Ｓ
47　
電
気 

中
山　

俊
治

鉄
高
Ｓ
48　
機
械 

吉
田　

潤
二

鉄
高
Ｓ
51　
電
気 

杉
本　

正
之

鉄
高
Ｓ
52　
普
通 

西
川　

和
人

産
高
Ｓ
53　
普
通 

西
田　
　

守

産
高
Ｓ
53　
電
気 

文
村　
　

健

産
高
Ｓ
55　
普
通 

新
村　

和
久

産
高
Ｓ
58　
電
気 

笠
間　

優
雄

産
高
Ｓ
58　
商
業 

山
本　

忠
史

産
高
Ｓ
60　
電
気 

草
場　

光
博

産
高
Ｓ
62　
機
械 

吉
田　

政
之

産
高
Ｈ
4　
普
通 

城
内　
　

睦

産
高
Ｈ
5　
普
通 

本
田　

忠
行

産
高
Ｈ
10　
自
動
車 

大
木　
　

喬

産
高
Ｈ
10　

 

森
岡
健
一
郎

産
高
Ｈ
11　
普
通 

玉
井　

彰
人

●
参
加
者 

82
名 

 

（
来
賓
＝
17
名
・
一
般
＝
64
名
）

平
成
30
年
度
総
会
に
ご
出
席
の
皆
さ
ん

（
卒
業
専
攻
科
・
敬
称
略
・
順
不
同
・
数
字
は
卒
業
年
度
）

平成30年度 大阪産業大学附属高等学校 同窓会 総会

（参照欄）議案内容と報告者

第1号議案 平成29年度 会務事業報告 	報告者 田邊正善 昭和40年・土木建築科卒

第2号議案 平成29年度 収支決算報告 	報告者 大谷和正 昭和35年・業務科卒

第3号議案 平成29年度 会計監査報告 	報告者 上殿貞義 昭和29年・機械科卒

第4号議案 平成30年度 会務事業計画・
規約改正案審議

第4号	&	第5号議案を一括審議
(規約改定の詳細は別表参照)	 	

第5号議案 平成30年度 収支予算案審議 	報告者 片岡　満 昭和35年・業務科卒

第6号議案 平成30年度 新役員紹介 	報告者 西川和人 昭和52年・普通科卒

寺前前会長

平岡校長　　

小池前会計監査役

吉田潤二氏 吹奏楽部 （敬称略）演劇部

　片岡新会長

議長 : 大瀬戸・副議長 : 杉本 大谷副会長・大瀬戸副会長・
片岡副会長・寺前会長

来賓

●懇親会出席参加者卒業年表
昭和 18 1 名 昭和 34 1 名 昭和 45 1 名 昭和 62 1 名
昭和 20 2 名 昭和 35 12 名 昭和 47 3 名 平成　4 1 名
昭和 23 2 名 昭和 36 1 名 昭和 48 1 名 平成　5 1 名
昭和 25 1 名 昭和 37 2 名 昭和 51 1 名 平成 10 2 名
昭和 29 1 名 昭和 39 2 名 昭和 52 1 名 平成 11 1 名
昭和 30 1 名 昭和 40 3 名 昭和 53 2 名
昭和 31 5 名 昭和 41 4 名 昭和 55 1 名
昭和 32 1 名 昭和 42 2 名 昭和 58 2 名
昭和 33 3 名 昭和 43 1 名 昭和 60 1 名 合計 64 名

●学科別分布
運輸＝  2 普通＝ 9 電気＝ 13 土木＝ 8 その他＝ 2
業務＝ 12 商業＝ 1 機械＝ 14 自動車＝ 3 合 計＝ 64



（3）	 く ろ が ね 	 第47号	 平成31年4月22日
【
永
年
会
費
】　

Ｓ
25　

大
道　
　

進

Ｓ
31　

寺
前　
　

章

Ｓ
35　

大
谷　

和
正

【
平
成
30
年
度
会
費
】

Ｓ
14　

濵
田　

清
治

Ｓ
15　

岡
村　

英
雄

Ｓ
16　

神
谷　

賢
次

Ｓ
18　

山
岡　

昭
雄

Ｓ
18　

川
端
清
二
郎

Ｓ
18　

平
木　
　

馨

Ｓ
18　

辻　
　

昌
治

Ｓ
18　

楊　
　

根
宝

Ｓ
19　

工
藤　

六
郎

Ｓ
19　

山
崎　

道
夫

Ｓ
19　

永
岡　

俊
夫

Ｓ
20　

樋
口　

文
雄

Ｓ
20　

谷
口　

哲
雄

Ｓ
20　

馬
伏　

昭
二

Ｓ
20　

野
坂　

正
弘

Ｓ
20　

橋
本　

捷
齋

Ｓ
20　

杉
原　
　

勇

Ｓ
20　

山
室　

康
晃

Ｓ
20　

安
信　

昭
雄

Ｓ
20　

田
坂　

健
次

Ｓ
20　

森
井　

節
夫

Ｓ
20　

冨
士
野
欣
一

Ｓ
20　

橋
本　

輝
雄

Ｓ
20　

橋
本　

富
夫

Ｓ
21　

早
坂　

秀
夫

Ｓ
21　

田
中　
　

肇

Ｓ
21　

松
本　

育
夫

Ｓ
21　

飯
嶋　

德
雄

Ｓ
21　

岡
本　
　

信

Ｓ
21　

谷
勝　

光
雄

Ｓ
23　

森　
　

健
容

Ｓ
23　

浅
見　

一
郎

Ｓ
23　

中
井　

重
次

Ｓ
23　

小
林　

正
利

Ｓ
23　

畑　
　

昌
三

Ｓ
23　

関
和　

輝
雄

Ｓ
23　

小
池　

明
雄

Ｓ
23　

米
原　

作
治

Ｓ
24　

大
道　
　

進

Ｓ
24　

岸
野　
　

勇

Ｓ
24　

大
⻆　
　

実

Ｓ
24　

隅
野　

弘
二

Ｓ
25　

天
井　

一
夫

Ｓ
25　

中
尾　
　

弘

Ｓ
25　

濱
浦　
　

巌

Ｓ
25　

福
味　

進
二

Ｓ
25　

山
根　

久
通

Ｓ
25　

河
邊　

榮
一

Ｓ
26　

田
間　

貞
雄

Ｓ
26　

青
野　
　

豊

Ｓ
26　

坂
本　
　

旭

Ｓ
26　

安
藤　
　

述

Ｓ
26　

堀
江　

治
之

Ｓ
26　

西
野　

千
冬

Ｓ
26　

山
本　

嘉
明

Ｓ
26　

上
西
健
太
郎

Ｓ
26　

下
村　

俊
一

Ｓ
27　

鈴
木　

幹
一

Ｓ
27　

松
下　

忠
男

Ｓ
29　

上
殿　

貞
義

Ｓ
30　

勇
上　

隆
司

Ｓ
30　

原　
　

保
司

Ｓ
30　

山
田　

浩
司

Ｓ
30　

松
尾　

省
三

Ｓ
30　

榮
元　

利
彦

Ｓ
31　

粟
野　

外
治

Ｓ
31　

中
野　
　

修

Ｓ
31　

乾　
　
　

勝

Ｓ
31　

小
川　
　

清

Ｓ
31　

髙
﨑　

敏
捷

Ｓ
31　

阿
賀　

芳
勝

Ｓ
31　

山
村　

欽
也

Ｓ
31　

寺
前　
　

章

Ｓ
31　

前
西　

勝
治

Ｓ
32　

南　
　
　

勇

Ｓ
32　

髙
折　

秀
夫

Ｓ
32　

森
本　

勝
之

Ｓ
32　

白
川　

清
司

Ｓ
33　

南　

美
知
夫

Ｓ
33　

田
中　
　

進

Ｓ
33　

小
田　

瀧
三

Ｓ
33　

澗
隨　

貢
世

Ｓ
33　

藤
本　

益
三

Ｓ
33　

田
高
田
登
二

Ｓ
33　

西
野　

祐
司

Ｓ
33　

西
川　

景
朗

Ｓ
33　

枡
田　
　

清

Ｓ
33　

谷
口　

博
保

Ｓ
33　

立
田　

次
郎

Ｓ
33　

高
岸　

節
男

Ｓ
33　

井
澤　

眞
司

Ｓ
33　

高
木　

仙
次

Ｓ
33　

小
川　

和
彦

Ｓ
33　

筒
井　

康
雄

Ｓ
33　

道
上　

武
男

Ｓ
34　

松
井　

道
一

Ｓ
34　

佐
本　

義
一

Ｓ
34　

髙
木　

康
行

Ｓ
34　

杉
原　

高
明

Ｓ
34　

西
奥　

正
剛

Ｓ
34　

佐
々
木　

守

Ｓ
34　

塩
飽　

利
一

Ｓ
34　

久
野　

良
夫

Ｓ
34　

東　
　

輝
一

Ｓ
34　

山
田　

宏
美

Ｓ
34　

塩
釜　

辰
雄

Ｓ
34　

吉
田　

繁
夫

Ｓ
34　

古
川　

正
照

Ｓ
34　

川
口　

八
朗

Ｓ
34　

山
口　

次
男

Ｓ
34　

橋
本　

文
夫

Ｓ
34　

秋
田　
　

稔

Ｓ
34　

岡
野　
　

忍

Ｓ
34　

早
川　

幸
三

Ｓ
34　

竹
田　

辰
男

Ｓ
34　

石
田　

隆
章

Ｓ
34　

金
市　

一
郎

Ｓ
34　

平
澤　
　

武

Ｓ
34　

浦
東　

武
士

Ｓ
34　

府
川　

敏
夫

Ｓ
34　

大
野　

泰
宏

Ｓ
34　

寺
前　

顕
和

Ｓ
34　

佐
々
木　

峻

Ｓ
34　

若
木　
　

愿

Ｓ
34　

松
浦　

安
夫

Ｓ
34　

柴
田　

輝
雄

Ｓ
34　

中
村　

辰
夫

Ｓ
34　

西
原　

悦
男

Ｓ
34　

永
金　

良
夫

Ｓ
34　

藤
林　

克
也

Ｓ
35　

中
塚　

誠
一

Ｓ
35　

水
口　

洪
二

Ｓ
35　

谷
口
松
五
郎

Ｓ
35　

安
井　

宏
一

Ｓ
35　

山
本　

勝
紀

Ｓ
35　

中
村　

文
昭

Ｓ
35　

向
井　
　

章

Ｓ
35　

細
坪　

位
光

Ｓ
35　

石
田　

輝
雄

Ｓ
35　

宮
﨑　

宗
仁

Ｓ
35　

重
村　

幸
彦

Ｓ
35　

西
澤　

継
昭

Ｓ
35　

木
下　

政
博

Ｓ
35　

平
城　

文
夫

Ｓ
35　

梶
原　

幹
男

Ｓ
35　

酒
井　

浄
司

Ｓ
35　

小
林　

孝
之

Ｓ
35　

霜
田　

勝
敏

Ｓ
35　

荒
川　

達
夫

Ｓ
35　

居
川　

和
敏

Ｓ
35　

小
林　

正
治

Ｓ
35　

鍛
冶　

保
一

Ｓ
35　

塩
谷　
　

正

Ｓ
35　

八
木　

孝
夫

Ｓ
35　

森
本　

榮
三

Ｓ
35　

長
田　

充
晴

Ｓ
35　

熊
倉　

和
夫

Ｓ
35　

大
内　

雅
雄

Ｓ
35　

大
槻　

雅
弘

Ｓ
35　

西　
　

義
葊

Ｓ
35　

池
田　

勝
彦

Ｓ
35　

井
上　

圭
司

Ｓ
35　

向
井　
　

章

Ｓ
35　

佐
々
木　

基

Ｓ
35　

小
西　
　

了

Ｓ
35　

上
田　
　

弘

Ｓ
35　

西
田　

克
己

Ｓ
35　

青
木　

治
雄

Ｓ
35　

川
本　

英
雄

Ｓ
35　

大
谷　

和
正

Ｓ
35　

中
井　

良
雄

Ｓ
35　

中
村　

増
一

Ｓ
35　

田
村　

泰
広

Ｓ
35　

内
海　

俊
次

Ｓ
35　

牧
田　
　

弘

Ｓ
35　

木
村　

大
成

Ｓ
35　

片
岡　
　

満

Ｓ
35　

田
中　

義
明

Ｓ
36　

黒
田　

健
一

Ｓ
36　

楠
根　

忠
士

Ｓ
36　

奥
野　

繁
実

Ｓ
36　

落
合　
　

晃

Ｓ
36　

青
野　

勝
利

Ｓ
36　

坂
下　

裕
一

Ｓ
36　

山
内　

章
吾

Ｓ
36　

塚
本　

康
英

Ｓ
36　

生
地　

謙
一

Ｓ
36　

安
田　

俊
雄

Ｓ
36　

山
田　

卓
雄

Ｓ
36　

谷
所　

昭
三

Ｓ
36　

出
立　

末
男

Ｓ
36　

石
谷　
　

瑩

Ｓ
36　

種
草　

寿
明

Ｓ
36　

田
中　
　

功

Ｓ
37　

森
田　

康
正

Ｓ
37　

髙
橋　

富
雄

Ｓ
37　

川
端　

英
和

Ｓ
37　

畠
山
眞
一
郎

Ｓ
37　

小
林　
　

茂

Ｓ
37　

稲
田　
　

稔

Ｓ
37　

川
口　

貴
久

Ｓ
37　

松
浦　

専
二

Ｓ
37　

松
浦　

専
二

Ｓ
37　

石
嵜　
　

武

Ｓ
37　

塚　
　

眞
次

Ｓ
37　

北
谷　

敦
志

Ｓ
37　

中
澤　
　

章

Ｓ
37　

佐
脇　

修
學

Ｓ
38　

福
本　
　

実

Ｓ
38　

戸
梶　

純
司

Ｓ
38　

福
本　

貞
夫

Ｓ
38　

松
村
陽
一
郎

Ｓ
38　

菊
一
憲
司
郎

Ｓ
38　

森　
　

榮
昭

Ｓ
38　

横
山　

弘
毅

Ｓ
38　

中
屋　

兆
二

Ｓ
38　

金
谷　

明
敏

Ｓ
38　

中
村　

秀
樹

Ｓ
38　

木
村　

桂
治

Ｓ
38　

芦
田　

邦
宏

Ｓ
38　

多
田　

光
一

Ｓ
38　

小
林　
　

勉

Ｓ
39　

治
良　

輝
男

Ｓ
39　

片
岡　

正
次

Ｓ
39　

都
志　

正
淳

Ｓ
39　

松
下　

一
雄

Ｓ
39　

横
田　

一
弘

Ｓ
39　

井
上　

孝
雄

Ｓ
39　

柏
木　
　

正

Ｓ
39　

吉
谷　

勝
利

Ｓ
39　

山
岡　

鉄
昭

Ｓ
39　

宮
本　

知
良

Ｓ
39　

梅
原　

一
男

Ｓ
39　

田
中　

敏
則

Ｓ
39　

菱
田　

英
男

Ｓ
39　

辻
野　

孝
治

Ｓ
40　

白
井
喜
代
和

Ｓ
40　

濵
上　
　

保

Ｓ
40　

水
谷　

健
治

Ｓ
40　

前
田　

浩
司

Ｓ
40　

寅
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平成30年度

（数字は卒業年度）

会費納入者
の皆様

　今年も「あと一歩」「あと一歩」優勝まで「あと一歩」。
大阪産業大学附属高等学校ラクビー部。
　でも、でも、毎朝、毎朝、学校近隣をボランティアで清掃す

る。その勇士が雄姿　東の光の中を
　今日もやって来た。大柄な男子生
徒がゴミ袋とチリ取りばさみを持っ
て清掃にやってくる。そう何年も前
から何年も前から、ラクビー部員が
朝のごみ拾いをやってくれていま
す。「おはよう、ご苦労さん」と声
をかけると、礼儀正しく「おはよう

ございます」と爽
やかな声が帰ってく
る。必ず、必ず、
「あと一歩」後押し
する力が湧いて来
る。みんなが見てい
る、みんながちからをくれる。だって東の光の中の君達は輝い
ている！誰よりも輝いている！いつの日か東雲かおる生駒山・
東・光・中、「花園ラクビー場」へ。
　行け～～～。必ず、必ず行け～～～～。応援している。
　大阪産業大学附属高等学校ラクビー部“「幸あれ」”

ラグビー部 近隣ボランティア活動

多くの同窓会会員の皆様から年会費をお振込みしていただきありがとうございました。会員の有志には数年分（永年会費）をまとめてお振込みをいただきました。感謝申し上げます。
年会費は、同窓会の運営上とても大切な財源になっています。年会費をお忘れの方にはぜひお振込願いますよう何卒よろしくお願い申し上げます。
※郵便局振込票を参考にお名前を掲載させていただきましたが、掲載漏れがあるかもしれませんのでご容赦下さい。 同窓会会長　片岡　満

（
波
越
）

第15回 硬式野球部
OB会
開催のお知らせ

開催日時：2019年７月６日（土）
　　　　　午後7時より
場　　所：なかの家（京橋店）
	 都島区東野田2-4-20
	 京阪京橋ビルB1
会　　費 ： 7,000円
	 （年会費	3,000円含む）
事 務 局 ：  新村	和久
	 Tel.	080-1914-8489
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大阪産業大学附属
中学・高等学校

写真のご用命は吉田写真館まで

TEL&FAX 0745-32-7851

平成時代
優秀クラブ
活動史

大阪産業大学附属高等学校

幹事さん大募集中！
ただいま、同窓会幹事さんを募集しています。

090-8826-3636（大谷）
090-2385-0689（田中）

連絡先

1992（平成4年）11月29日
全国高校総体

少林寺拳法大会
「労働大臣賞」（左カップ）

1999（平成11年）12月
第30回全国高等学校

アメリカンフットボール選手権大会

2000（平成12年）12月
第31回全国高等学校

アメリカンフットボール選手権大会

1997（平成9年）2月
第16回近畿高等学校

空手道大会
男子団体形の部

1999（平成11年）5月
春季近畿地区
高等学校野球大会

2002（平成14年）5月
第75回記念選抜高等学校野球大会

「21世紀枠」

2006（平成17年）3月
第77回選抜高等学校野球大会

2015（平成27年）7月
第97回全国高校野球選手権

大阪大会

少林寺拳法部

テニス部

空手道部 　　　アメリカンフットボール部 バレーボール部

野 球 部

2005（平成17年）
全国高校総体
男子ソフトボール大会

2015（平成27年）
全国高校総体

男子バレーボール競技大会

2010（平成22年）12月
近畿私立高等学校

テニス大会

2012（平成24年）
大阪2学区大会・

女子団体戦

2012（平成24年）
大阪高等学校

秋季テニス大会
男子ダブルス

2012（平成24年）
大阪高等学校

秋季テニス大会
女子2部団体

2013（平成25年）
大阪高等学校

秋季テニス大会
男子団体

2014（平成26年）
ダンロップ全日本

ジュニアテニス選手権

2012（平成24年）8月
全国高校総体 ソフトボール大会

1994（平成6年）
大阪府私立高校総体 ソフトボール
競技大会

ソフトボール部

 ゴルフ部

ウエイトリフティング部

サッカー部

2007（平成19年）
阪神サマーサッカーコンテスト

in 伊丹

2009（平成21年）
阪神サマーサッカーコンテスト

in 伊丹

2014（平成26年）
第16回 大阪市立高等学校

総合体育大会 ゴルフ競技の部

2006（平成18年）
第8回羽曳野市長杯

第42回大阪ウェィトリフティング
選手権大会 団体の部

2007（平成19年）
第9回羽曳野市長杯

第43回大阪ウェィトリフティング
選手権大会 団体の部

2017（平成29年）
第19回羽曳野市長杯

第53回大阪ウェィトリフティング
選手権大会 団体の部

2011（平成23年）8月
高円宮杯U-18

サッカーリーグ大阪

チアリーディング部

2016（平成28年）
第3回全日本中学校

第27回全日本高等学校
チアリーディング選手権大会
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コミュニケーションサーバ（UNIVERGE）、
セキュリティシステム、PCサーバ（Express5800）

LAN、WAN、ワイヤレスLAN、ネットワークの設計、販売、施工、保守

代表取締役　髙木　健

本　　社 大阪市中央区北浜4丁目７番19号（住友ビル3号館）
 TEL.（06）6209‒3331
東京支店 東京都千代田区内神田1丁目17番9号（TCUビル）
 TEL.（03）6273‒7361

ＮＥＣ販売特約店

　 タカギエレクトロニクス株式会社

株式会社サニーフューチャー
代表取締役　赤嶺陽介（平成９年国際情報卒）
〒152-0012 東京都目黒区洗足二丁目18番５号
洗足館101　TEL03-5724-3401

顧　問　  鈴 木　博（元 大阪産業大学附属高校長補佐）

　学校創立90周年の今年は 学園の歴史の中で、台風の災害や地震の災害と
甚大な天候異変が発生すると共に 特にこの真夏は日射病や熱中症の発生で
危険な中で体育祭に向けて日々練習を重ねての忍耐と苦労がありました。
　その過程を経て９月28日の体育祭が開催されるにあたって 天候が危ぶま
れていましたが、この日は、嘘のように晴天で清々しい体育祭日和となりま
した。生徒や先生方一人ひとりが体調管理に注意喚起されながら練習の成果
を体力が続く限り力いっぱいの努力で実らせて下さったことで、楽しく観覧
させて頂き、数々の名場面がありその感動は忘れられません。
　これからも文武に励み成長していって下さることを願っています。

　第72回 梧桐祭が平成30年11月１日 （木曜日）に開
催されました。当日は祖父母・父母・生徒の三世代が参
加して、生徒達で創作した出店や各クラス毎のテーマで
パフォーマンスを披露したり、体育館では各クラス内の
グループで寸劇や音楽によるグループダンスを披露していました。学園全体が一丸と

なって生徒達が学生生活の中で勉強とクラブ活動
に時間を費やしている中で集団で考えて表現し、
パフォーマンスを開示して人々を喜ばせ・楽しま
せ・感動へと導く梧桐祭（文化祭）だと感じまし
た。後援会は日常の必需品や手製の生活品を販売
して地域社会に貢献出来るブースを設けて活動さ
れていました。

　令和元年11月1日に梧桐祭（文化祭）が開催されます。新元号を契機に同窓会では新規に「同窓会ブー
ス」を開設する運びとなりました。同窓会では10年後に迎える学園創立100周年に向かって独自のブース
を設営して皆様方の生活環境や地域社会での近況状況や、青春時代の懐か
しい思い出を忌憚なく話し合える場となり、懐かしい先生やクラスメイト
との出会いが待っていると思います。同窓会の皆様方がより多くの方々と
親睦が図れるブースにして行きたいと思いますので、皆様方のご理解とご
声援を賜りますよう、ご案内申し上げます。

楽しかった 体育祭

“梧桐祭（文化祭）で
「同窓会ブース」新規設営”

盛大な梧桐祭（文化祭）開催!!
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14
年
Ｍ
科
卒 

吹
田
市

濵
田
　
清
治

大
宮
町
の
木
造
新
校
舎
の
姿
が
目
に
の
こ
り

永
久
に
忘
れ
ま
せ
ん
。校
舎
の
木
の
香
の
想
出
。

95
才
と
な
り
同
級
生
は
全
て
旅
立
ま
し
た
。

14
年
組
の
最
後
の
１
人
と
し
て
学
校
を
応
援

し
ま
す
。

15
年
業
務
科
卒　

 

高
槻
市

岡
村
　
英
雄

年
会
費
と
４
０
０
０
円
は
寄
付
金
で
す
。

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
流
石
に

90
才
を
越
え
る
の
は
難
儀
な
様
で
、
同
窓
生

の
消
息
は
く
ろ
が
ね
が
情
報
源
で
す
が
殆
ど

不
明
で
す
。
私
は
日
常
歩
行
に
心
掛
け
、
杖

に
頼
ら
ず
２
足
で
し
っ
か
り
歩
く
様
に
し
て

い
ま
す
。
又
、
若
き
後
輩
の
活
躍
を
ス
ポ
ー

ツ
欄
で
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。
益
々
の
繁

栄
を
祈
り
ま
す
。

18
年
土
木
科
卒　

兵
庫
県
神
戸
市辻

　
　
昌
治

母
校
の
創
立
90
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
益
々
の
発
展
を
祝
し
ま
す
。

19
年
Ｍ
科
卒　

大
阪
市

山
崎
　
道
夫

年
を
と
っ
て
ア
カ
ン
。
長
い
こ
と
歩
け
な
い

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
散
歩
程
度
で
す
。
よ

ろ
し
く
。

19
年
電
気
科
卒　

守
口
市

工
藤
　
六
郎

６
月
で
92
才
に
な
り
ま
す
。

20
年
一
鉄
土
木
科
卒　

福
岡
県
福
岡
市

橋
本
　
捷
齋

今
年
で
卒
寿
（
90
）
を
迎
え
カ
ラ
オ
ケ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
熱
中
し
て
お
り
ま
す
。

20
年
一
鉄
運
輸
科
卒　

広
島
県
広
島
市

谷
口
　
哲
雄

私
も
お
か
げ
様
で
90
才
に
な
り
、
毎
日
感
謝

し
な
が
ら
送
日
し
て
お
り
ま
す
。
一
鉄
時
代

の
若
さ
溢
れ
る
級
友
達
を
想
起
、「
く
ろ
が
ね
」

が
私
の
心
を
刺
激
し
て
く
れ
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
益
々
発
展
さ
れ
る
よ

う
祈
念
し
ま
す
。

20
年
運
輸
科
卒　

愛
媛
県
新
居
浜
市田坂

　
健
次

90
才
に
な
り
ま
し
た
。
盛
会
を
祈
る
。

20
年
電
気
科
卒　

兵
庫
県
神
戸
市樋

口
　
文
雄

同
窓
会
益
々
の
発
展
を
祈
っ
て
ま
す
。

20
年
電
気
科
卒　

高
槻
市

加
藤
　
　
守

楽
し
み
に
し
て
い
る
総
会
に
は
皆
勤
で
し
た

が
歳
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。
腰
痛
で
歩
行
困
難

な
為
欠
席
し
ま
す
。

※ 

総
会
の
盛
会
裏
を
祈
念
し
ま
す
。

21
年
１
鉄
土
木
科
卒　

奈
良
県
生
駒
郡

早
坂
　
秀
夫

平
成
30
年
度
会
費
。

21
年
一
鉄
運
輸
科
卒　

大
阪
市

田
中
　
　
肇

ご
盛
会
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
出
席
で

き
な
く
て
残
念
で
あ
り
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
の

毎
日
で
あ
り
ま
す
。

23
年
一
鉄
電
１
科
卒　

枚
方
市

森
　
　
健
容

元
気
で
介
護
相
談
員
を
し
て
お
り
ま
す
。（
87

歳
）  

23
年
一
鉄
電
１
科
卒　

京
都
府
京
丹
後
市

堀
江
　
利
光

大
変
申
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
父
（
利
光
）

は
平
成
28
年
９
月
25
日
な
く
な
り
ま
し
た
。

長
い
間
、
御
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

23
年
運
輸
科
卒　

堺
市

畑
　
　
昌
三

平
成
29
年
末
に
大
腸
ガ
ン
を
、
腹
腔
鏡
に
よ

る
手
術
を
受
け
ま
し
た
。直
腸
が
短
か
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
回
復
に
４
カ
月
か
か
り
ま
し

た
。
毎
月
の
山
歩
き
は
、
平
成
30
年
５
月
か

ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
別
の
グ
ル
ー

プ
の
名
所
旧
跡
巡
り
は
予
定
が
多
く
て
、
順

位
を
つ
け
る
の
に
困
っ
て
い
ま
す
。

23
年
中
学
卒　

兵
庫
県
西
宮
市

白
石
　
正
昭

30
年
前
、
町
内
会
を
設
立
、
役
員
に
就
任
。

現
役
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
唯
一
、
私

だ
け
で
す
。
元
気
で
す
。

24
年
大
阪
鉄
道
中
学
校
卒　

八
尾
市岸野

　
　
勇

会
報
で
創
立
者
瀬
島
源
三
郎
先
生
の
お
顔
を

拝
し
な
つ
か
し
く
、
校
庭
の
教
だ
ん
で
朝
の

挨
拶
さ
れ
て
い
た
姿
、
な
つ
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

24
年
業
務
科
卒　

兵
庫
県
尼
崎
市大

道
　
　
進

年
会
費
10
年
分
、
90
周
年
お
祝
い
お
送
り
し

ま
し
た
。
母
校
の
90
周
年
お
目
出
度
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
達
昭
和
24
年
卒
業
の
同
級
生
も
、

あ
と
３
年
で
90
才
に
な
り
ま
す
。母
校
の
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
健
康
に
留
意
し
て
人
生
を

楽
し
み
ま
す
。

24
年
中
学
卒

塩
崎
　
　
威

ご
ぶ
さ
た
で
す
。
85
才
。
鉄
中
２
年
の
夏
休

み
翌
日
に
、
友
と
京
阪
急
行
の
走
行
中
に
ド

ア
に
は
さ
ま
れ
た
本
人
で
す
。
当
時
の
大
阪

駅
の
ホ
ー
ム
で
、
福
知
山
線
「
Ｃ
12
」
の
運

転
台
に
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

25
年
業
務
科
卒　

堺
市

天
井
　
一
夫

平
成
30
年
度
の
同
窓
会
年
会
費
を
振
り
込
ま

せ
て
頂
き
ま
す
。

今
年
４
月
で
87
才
に
な
り
ま
し
た
。（
Ｈ
30
年
）

現
在
、
阪
南
大
学
名
誉
教
授
、
関
西
大
学
大

学
院
博
・
修
士
会
会
長
な
ら
び
に
関
西
大
学

校
友
会
堺
支
部
名
誉
支
部
長
な
ど
を
歴
任
し

て
い
ま
す
。
中
学
・
高
校
時
代
が
、
懐
か
し

い
で
す
。

25
年
土
木
科
卒　

東
大
阪
市

山
根
　
久
通

元
気
に
し
て
い
ま
す
。

26
年
業
（
定
）
─
３
科
卒　

三
重
県
南
牟
婁
郡

田
間
　
貞
雄

会
費
１
０
０
０
円
、
寄
附\

１
０
０
０
円
、

合
計
２
０
０
０
円
で
す
。

87
才
に
な
り
ま
し
た
。
足
が
痛
く
て
、
歩
く

の
が
大
変
で
す
。
海
と
船
が
好
き
な
人
の
集

り
海
事
懇
話
会
の
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
７

月
15
日
の
海
の
記
念
日
に
夏
の
瀬
戸
内
海
を

ク
ル
ー
ズ
し
ま
す
。
阪
九
フ
ェ
リ
ー
で
す
。

29
年
機
械
科
卒　

大
阪
市

上
殿
　
貞
義

今
年
も
元
気
に
総
会
に
来
ら
れ
る
事
を
喜
び

ま
す
。
来
年
は
ど
う
か
と
体
力
に
自
信
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

30
年
Ｍ
科
卒　

滋
賀
県
大
津
市

勇
上
　
隆
司

ち
ょ
っ
と
弱
っ
て
い
ま
す
。

30
年
電
気
科
卒　

兵
庫
県
川
西
市榮

元
　
利
彦

10
年
程
前
か
ら
腰
痛
で
、歩
行
が
困
難
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
外
出
を

ひ
か
え
て
お
り
ま
す
。

30
年
業
務
科
卒　

京
都
府
乙
訓
郡松

尾
　
省
三

年
相
応
に
元
気
で
暮
し
て
い
ま
す
。

31
年
業
務
科
卒　

兵
庫
県
尼
崎
市粟

野
　
外
治

創
立
90
周
年
を
迎
え
ら
れ
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
く
ろ
が
ね
の
送
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

31
年
機
械
科
卒　

枚
方
市

中
野
　
　
修

元
気
で
す
。
友
人
と
月
１
回
美
味
酒
を
た
の

し
ん
で
ま
す
。

31
年
業
務
科
定
時
制
卒　

兵
庫
県
三
田
市

北
谷
　
廣
一

高
齢
の
た
め
歩
行
困
難
。

32
年
機
─
９
科
卒　

京
都
府
八
幡
市髙折

　
秀
夫

お
世
話
か
け
ま
す
。
昨
年
、
頚
椎
・
膝
の
手

術
を
し
ま
し
た
。
術
後
痛
み
も
な
く
、
リ
ハ

ビ
リ
も
な
く
、
退
院
出
来
ま
し
た
。
お
か
げ

様
で
、
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
旅
行
等
し
て
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

32
年
機
械
科
卒　

和
歌
山
県
橋
本
市南　

　
　
勇

い
つ
も
「
く
ろ
が
ね
」
送
っ
て
頂
き
あ
り
が

と
う
。
１
時
体
調
が
悪
か
っ
た
が
、
今
は
元

気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

32
年
機
械
科
卒　

堺
市

吉
原
　
成
起

ご
案
内
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
欠
席
い
た
し
ま
す
。

会
報
を
愛
読
い
た
し
ま
し
た
。
62
年
前
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
担
任
の
石
堂
頼
夫
先
生
、

そ
し
て
小
田
好
郎
先
生
に
も
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
今
は
な
つ
か
し
い
思
い
出
ば

か
り
で
す
。

32
年
業
務
科
卒　

東
大
阪
市

森
本
　
勝
之

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
創
部
の
一
人
で
す
。
中
西
、

土
屋
、
杉
本
、
井
元
、
瀬
島
清
先
生
方
に
、

Ｏ
Ｂ
会
迄
御
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
ま
す
。

32
年
業
務
科
卒　

三
重
県
名
張
市髙

谷
亜
佐
男

い
つ
も
「
く
ろ
が
ね
」
送
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。「
北
か
ら
南
か
ら
」
は
故
郷
、
滋

賀
を
離
れ
て
53
年
、
職
場
を
リ
タ
イ
ヤ
し
て

20
年
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
の
近
況
も
わ
か
り
な
つ

か
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。「
た
の
し

い
ク
ラ
ブ
」
で
私
は
硬
式
野
球
部
で
大
阪
大

会
37
回
、
38
回
に
出
場
し
て
４
回
戦
で
八
尾

高
に
敗
れ
ま
し
た
。
今
年
は
田
上
新
監
督
の

も
と
で
昨
年
以
上
の
成
績
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
79
才
に
な
り
身
体
の
あ
ち
こ
ち
の
痛

み
を
鞭
打
、
毎
日
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま

で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

日
本
百
名
山
も
70
座
を
登
頂
、
今
後
も
標
高

１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
位
の
近
く
の
山
々
を
歩

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

33
年
業
務
科
卒　

枚
方
市

南
　
美
知
夫

一
度
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が

地
域
の
自
治
会
会
長
を
10
年
来
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
他
の
会
議
な
ど
と
重
な
り
出
席
出

来
ま
せ
ん
。

地
域
の
自
治
会
々
長
を
10
年
程
、
や
っ
て
お

り
ま
す
の
で
出
席
出
来
ま
せ
ん
。
良
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。（
当
日
は
、
他
の
会
合
と

重
な
り
ま
し
た
）

33
年
機
械
科
卒　

堺
市

澗
隨
　
貢
世

Ｓ
33
年
機
械
科
３
組
の
ク
ラ
ス
会
「
さ
ん
さ

ん
会
」
は
、
今
も
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
参
加
者
：
太
田
、
嶋
田
、
西
野
、
馬
渕
、
田
中
、

高
岸
、
梅
原
、
道
上
、
藤
本
、
澗
隨
）
10
名

は
い
づ
れ
も
80
才
に
近
い
年
齢
で
す
が
、
認

知
症
知
ら
ず
、
意
気
軒
昂
で
す
。

33
年
業
務
科
卒　

東
京
都
調
布
市田

高
田
登
二

元
気
よ
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
世

話
役
を
し
て
お
り
ま
す
。

33
年
電
気
科
卒　

寝
屋
川
市

荻
田
　
康
展

こ
な
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
プ
ー
ル
を
歩
い

て
い
ま
す
。
ヨ
ガ
を
受
け
た
り
自
転
車
こ
ぎ

で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
欠
席
で
す

が
次
回
は
ぜ
ひ
…
。

33
年
機
械
科
卒　

奈
良
県
奈
良
市西

川
　
景
朗

稲
作
を
１
町
５
反
耕
作
し
て
い
ま
す
。
修
験

道
を
し
て
お
り
ま
し
て
昨
年
も
大
峰
山
（
山

上
ヶ
岳
）
に
３
度
、
入
峰
し
ま
し
た
。
元
気

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
総
会
の
成
功
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

33
年
業
務
科
卒　

寝
屋
川
市

枡
田
　
　
清

「
く
ろ
が
ね
」
を
拝
読
し
、「
同
窓
会
名
簿
」

を
み
な
が
ら
当
時
を
回
顧
し
、
懐
か
し
ん
で

お
り
ま
す
。
小
生
は
、
現
在
も
現
役
（
社
労

士
）で
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
母
校
の
益
々

の
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

34
年
Ｂ
科
卒　

大
阪
市

髙
木
　
康
行

去
年
の
会
費
分
を
入
れ
て
お
き
ま
す
。

34
年
Ｅ
─
１
科
卒　

滋
賀
県
大
津
市川口

　
八
朗

90
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
誇
り
に

感
じ
ま
す
。「
三
四
会
」
を
毎
回
掲
載
し
て
頂

き
感
謝
で
す
。
次
回
も
10
名
以
上
の
参
加
を

目
指
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
ク
ラ
ス
の
結
束
も
誇
り
で
す
。

34
年
機
械
科
卒　

高
槻
市

橋
本
　
文
夫

朝
日
新
聞
社
を
定
年
退
職
し
て
18
年
に
な
り

ま
す
が
、
昨
年
の
５
月
に
変
形
性
頚
椎
症
の

手
術
を
受
け
、
12
月
に
は
腰
部
脊
柱
管
狭
窄

症
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
が
、
経
過
は
順
調

で
す
。

34
年
機
械
科
卒　

寝
屋
川
市

西
奥
　
正
剛

秋
山
さ
ん
、小
山
さ
ん
元
気
に
や
っ
て
ま
す
か
。

34
年
機
械
科
卒　

滋
賀
県
湖
南
市浮

田
日
出
男

喜
寿
に
な
り
ま
し
た
が
、
十
二
坊
温
泉
に

て
週
２
〜
３
日
に
て
、
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｂ
に
て
、
北
は
北
海
道
・
南
は
九
州
・
沖

縄
に
友
達
お
り
ま
す
。

34
年
業
務
科
卒　

大
阪
市

塩
飽
　
利
一

90
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
益
々
母

校
が
発
展
致
し
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

34
年
電
気
科
卒　

茨
木
市

東
　
　
輝
一

膀
胱
ガ
ン
の
手
術
後
、
３
ヶ
月
毎
の
内
視
鏡

検
査
と
予
防
の
た
め
投
薬
処
置
を
受
け
て
い

ま
す
。「
く
ろ
が
ね
」
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

し
ま
す
。

34
年
業
務
科
１
組
卒　

大
阪
市

大
野
　
泰
宏

私
達
34
年
組
も
、
78
才
と
な
り
ま
す
。
老
い

て
益
々
盛
ん
の
如
く
“
五
体
健
全
”
を
祈
り

つ
つ
、
日
々
邁
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
！
“
生
者
必
滅
”
は
生
物
の
運
命
、
悔
い

の
な
い
“
人
生
特
急
”
を
日
々
明
る
く
、
世

の
為
人
の
為
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

34
年
業
務
科
卒　

河
内
長
野
市

佐
本
　
義
一

年
会
費
は
必
ず
納
め
て
お
り
ま
す
が
、
く
ろ

が
ね
の
納
入
者
欄
に
は
登
載
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

34
年
業
務
科
卒　

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡

吉
田
　
繁
夫

く
ろ
が
ね
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
母
校
の

益
々
の
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

34
年
電
気
科
─
２
組
卒　

大
阪
市杉

原
　
高
明

く
ろ
が
ね
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
。
今
后

の
増
々
の
発
展
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

34
年
電
気
科
卒　

堺
市

松
井
　
道
一

会
費
２
ヶ
年
分
。

34
年
電
気
科
卒　

豊
中
市

佐
々
木
　
守

く
ろ
が
ね
発
行
ご
く
ろ
う
様
で
す
。
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
の
益
々
の
発
展
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

34
年
電
気
科
卒　

奈
良
県
北
葛
城
郡古川

　
正
照

「
く
ろ
が
ね
」
を
毎
号
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い

ま
す
。
90
周
年
の
あ
ゆ
み
の
Ｓ
30
年
頃
で
は
な

つ
か
し
い
思
い
で
が
…
ま
た
、
た
の
し
い
ク
ラ

ブ
の
頃
で
各
ク
ラ
ブ
の
活
発
な
活
躍
ぶ
り
が
判

り
、
今
後
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
応
援
し
て
い

ま
す
。
益
々
の
ご
発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

34
年
土
木
科
卒　

兵
庫
県
尼
崎
市藤

林
　
莞
也

中
学
、
高
校
と
６
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
を
心
掛
け
こ
こ

ま
で
き
ま
し
た
。
母
校
の
増
々
の
発
展
を
祈

り
ま
す
。

35
年
業
務
科
卒　

京
都
府
木
津
川
市大谷

　
和
正

町
内
会
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
ま

す
。
個
人
的
に
は
、今
年
も
海
外
へ
行
き
ま
す
。

昨
年
は
、
バ
ル
ト
３
国
と
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
、
今
年
は
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
問
で
す
。

35
年
機
械
科
卒　

貝
塚
市

中
塚
　
誠
一

毎
週
３
回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
子
ど
も

の
安
全
見
ま
も
り
隊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
有
意
義
な
毎
日
を
過
し
て
い
ま
す
。

35
年
Ｍ
科
卒　

奈
良
県
生
駒
市

安
井
　
宏
一

お
元
気
で
す
か
。
県
議
活
動
、
一
球
入
魂
。

35
年
Ｍ
科
卒　

鳥
取
県
鳥
取
市

山
本
　
勝
紀

産
大
附
高
の
ご
発
展
と
ク
ラ
ブ
の
ご
活
躍
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

35
年
業
務
科
卒　

奈
良
県
奈
良
市水

口
　
洪
二

創
立
90
周
年
お
目
度
う
御
座
居
ま
す
。
瀬
島

源
三
郎
先
生
、
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

35
年
業
務
科
卒　

大
阪
市

井
上
　
圭
司

ス
リ
ラ
ン
カ
で
頑
張
っ
て
ま
す
。

35
年
業
務
科
卒　

豊
中
市

塩
谷
　
　
正

35
年
Ｍ
３
卒
の
中
川
比
呂
志
様
お
元
気
で
何

よ
り
で
す
。入
学
時
榎
木
橋
か
ら
ご
い
っ
し
ょ

に
通
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
鉄
道
研
究
部

に
も
１
年
生
の
間
ご
い
っ
し
ょ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

35
年
業
務
科
卒　

鳥
取
県
米
子
市長

田
　
充
晴

喜
寿
と
な
り
、
桜
の
頃
、
久
し
振
り
に
同
期

会
の
誘
い
に
出
席
し
ま
し
た
。
門
下
生
に
身

を
も
っ
て
訓
す
る
恩
師
の
雄
姿
と
若
さ
に
感

服
し
て
お
り
ま
す
。

35
年
業
務
科
卒　

豊
中
市

鍛
冶
　
保
一

総
会
に
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
盛
会
で
あ
り

ま
す
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。又「
く
ろ
が
ね
」

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

35
年
商
業
科
卒　

兵
庫
県
明
石
市谷

口
松
五
郎

年
会
費
。

35
年
電
気
科
卒　

阪
南
市

木
下
　
政
博

幹
事
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。「
く
ろ
が
ね
」

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

35
年
土
木
科
卒　

大
阪
狭
山
市

向
井
　
　
章

役
員
及
び
幹
事
会
の
皆
様
に
は
お
世
話
頂
き

い
つ
も
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
す
。
私
も
高

齢
者
で
、
健
康
で
す
が
、
段
々
遠
方
へ
出
掛

け
る
の
に
苦
労
し
ま
す
が
、
今
回
も
同
窓
会

で
皆
様
と
お
会
い
出
来
る
こ
と
が
楽
し
み
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

36
年
土
木
科
卒　

箕
面
市

大
越
　
博
明

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
「
偉
大

な
平
凡
人
た
れ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
活

動
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。「
く
ろ
が
ね
」
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

このコーナーでは、会員のみ
なさんからの「メッセージ」を
できるだけ多くいただけるよ
う願っています。総会に出席
できる方が限られていますの
で、「くろがね」紙面上に、欠
席された方の「メッセージ」を
紹介し、交流を深めましょう。

「こんな話」など、投稿も大
歓迎です。（編集委員会）

北から
　南から

平成30年度
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36
年
Ｅ
２
科
卒　

埼
玉
県
所
沢
市堀

田
　
末
秋

２
年
続
き
で
出
席
で
き
ず
、
本
人
も
さ
ぞ
か

し
残
念
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
年
３

月
11
日
、
あ
の
世
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
日

毎
に
寂
し
さ
が
深
ま
る
ば
か
り
で
す
。
皆
々

様
に
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

堀
田
正
千
子

36
年
Ｅ
科
卒　

貝
塚
市

出
立
　
末
男

90
周
年
誠
に
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

同
窓
会
皆
々
様
の
健
康
と
益
々
の
ご
活
躍
を

願
っ
て
い
ま
す
。

36
年
機
械
科
卒　

大
阪
市

北
野
　
正
一

前
立
腺
ガ
ン
、双
形
ヘ
ル
ニ
ア
ダ
ッ
チ
ョ
、右
・

左
３
年
前
に
し
ま
し
た
。
な
ん
と
か
酒
も
の

み
、
食
べ
て
生
き
て
ま
す
。

36
年
業
務
科
卒　

京
都
府
久
世
郡黒

田
　
健
一

年
会
費
平
成
30
年
分
。

毎
年
ク
ラ
ス
の
同
窓
会
実
施
、
10
名
内
外
の

参
加
者
、
食
事
・
喫
茶
で
４
時
間
、
健
康
が

話
題
の
中
心
に
な
り
ま
す
。
浪
速
の
城
北
青

葉
と
も
に
あ
り

36
年
電
気
科
卒　

河
内
長
野
市

谷
　
　
博
文

最
近
京
橋
（
京
阪
）
を
通
っ
て
の
行
事
参
加

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
そ
の
都
度
遠
距
離

通
学
で
３
年
間
頑
張
っ
た
こ
と
に
思
い
を
は

せ
て
い
ま
す
。
雨
、
風
も
い
と
わ
ず
自
宅
か

ら
自
転
車
・
電
車
（
南
海
）
は
高
野
線
と
天

王
寺
線
、
Ｊ
Ｒ
は
城
東
線
、
京
阪
は
関
目
そ

し
て
徒
歩
、
年
取
っ
た
今
も
ね
ば
り
強
い
の

も
こ
の
お
陰
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

36
年
電
気
科
卒　

藤
井
寺
市

森
田
　
　
勇

「
く
ろ
が
ね
」
毎
号
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

定
年
後
も
体
調
が
良
く
、
年
１
〜
２
回
の
海
外

旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
・
ナ
イ

ル
川
ク
ル
ー
ズ
、
メ
キ
シ
コ
の
世
界
遺
産
探
訪

に
行
き
ま
し
た
。
有
難
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

36
年
電
気
科
卒　

新
潟
県
新
潟
市安

田
　
俊
雄

会
報
の
送
付
有
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎

回
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
週
１
〜
２
回

テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

36
年
土
木
科
卒　

奈
良
県
葛
城
市塚

本
　
康
英

囲
碁
、
テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
し
っ

か
り
遊
び
は
し
て
い
ま
す
が
、
何
せ
あ
ち
こ

ち
、
手
術
を
し
て
い
ま
す
の
で
ス
タ
ミ
ナ
が

な
く
、
体
調
に
合
わ
せ
て
の
遊
び
し
か
出
来

ま
せ
ん
が
そ
れ
で
も
毎
日
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
！

37
年
業
務
科
卒　

兵
庫
県
三
田
市小

林
　
　
茂

毎
年
「
く
ろ
が
ね
号
」
送
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
Ｂ
３
の
皆
さ
ん
、
如
何
お
過
ご

し
で
す
か
。
毎
年
７
〜
８
人
で
同
窓
会
を
し

て
い
ま
す
。

37
年
土
木
科
卒　

兵
庫
県
宝
塚
市森

田
　
康
正

中
澤
さ
ん
佐
脇
さ
ん
阪
本
さ
ん
く
ろ
が
ね
見

て
ま
す
よ
あ
り
が
と
う
。
軽
音
楽
部
の
先

輩
の
皆
様
も
、
く
ろ
が
ね
に
乗
っ
て
下
さ
い
。

ん
じ
ゃ
ま
た
。

37
年
自
動
車
科
卒　

京
都
府
乙
訓
郡松浦

　
専
二

当
日
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
の
近
畿
高

校
選
手
権
大
会
が
あ
り
ま
す
の
で
!!

37
年
土
木
科
卒　

京
都
府
京
都
市川

口
　
貴
久

関
係
者
の
皆
様
御
苦
労
様
で
す
。

37
年
土
木
科
卒　

京
都
府
長
岡
京
市中澤

　
　
章

「
90
周
年
の
あ
ゆ
み
」
掲
載
の
中
で
、
と
て
も

懐
か
し
い
旧
校
舎
の
写
真
を
拝
見
し
て
、
当

時
が
彷
彿
と
し
て
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
有

り
難
う
御
座
居
ま
し
た
。

38
年
機
械
１
組
科
卒　

吹
田
市

戸
梶
　
純
司

会
報
「
く
ろ
が
ね
」
の
発
行
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
年
々
充
実
し
た
記
事
を
拝
読
し
て
い
ま

す
。
特
に
カ
ラ
ー
写
真
入
り
で
大
変
読
み
や
す

く
盛
り
沢
山
の
内
容
を
見
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

活
動
の
状
況
や
同
窓
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大
変

楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
母
校
の
益
々
の
発

展
を
願
う
と
共
に
創
立
90
周
年
を
迎
え
る
こ

と
を
嬉
し
く
、
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

38
年
業
務
科
卒　

高
槻
市

福
本
　
　
実

硬
式
野
球
部
は
Ｏ
Ｂ
で
元
中
日
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
田
上
新
監
督
を
向
え
厳
し
い
練
習
に

耐
え
甲
子
園
目
ざ
し
て
頑
張
れ
！

38
年
業
務
科
卒　

枚
方
市

中
村
　
秀
樹

母
校
の
90
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
は
１
０
０
周
年
に
向
か
っ
て
益
々
の
ご
発

展
を
祈
り
ま
す
。

38
年
商
業
科
卒　

大
阪
市

福
本
　
貞
夫

５
０
０
０
円
は
年
会
費
で
お
願
い
し
ま
す
。

同
級
生
が
１
人
又
１
人
と
い
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

38
年
土
木
科
卒　

三
重
県
鈴
鹿
市堀

井
　
石
満

Ｓ
38
年
土
木
科
卒
担
任
川
岸
先
生
。
平
成
30

年
２
月
18
日
脳
梗
塞
を
発
症
し
て
歩
行
困
難

と
週
３
回
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
の
為
出
席
出
来

ま
せ
ん
が
、
会
員
の
各
位
ご
健
勝
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

39
年
Ｅ
科
卒　

奈
良
県
生
駒
郡

片
岡
　
正
次

恩
師
、救
仁
郷
ク
ラ
ス
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。

39
年
機
械
科
卒　

三
重
県
津
市

梅
原
　
一
男

役
員
の
皆
様
方
の
御
尽
力
に
大
変
感
謝
致
し

て
居
り
ま
す
。
今
年
３
月
に
は
卒
業
以
来
50

数
年
振
り
に
同
窓
生
と
南
紀
白
浜
で
再
会
出

来
感
動
致
し
ま
し
た
。

39
年
Ｍ
（
機
械
）
３
科
卒　

東
大
阪
市

治
良
　
輝
男

年
会
費
。

39
年
機
械
科
卒　

滋
賀
県
大
津
市都

志
　
正
淳

お
陰
さ
ま
で
、
国
鉄
、
Ｊ
Ｒ
と
47
年
間
、
勤

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

39
年
自
動
車
科
卒　

奈
良
県
北
葛
城
郡

亀
川
　
清
吉

陸
上
競
技
部
の
Ｏ
Ｂ
会
っ
て
あ
る
の
で
す

か
？
あ
る
の
な
ら
近
況
お
教
え
下
さ
い
。

39
年
電
気
科
卒　

大
阪
市

吉
谷
　
勝
利

90
周
年
お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
す

増
す
卒
業
生
が
学
校
の
ほ
こ
り
を
も
っ
て
一

人
で
も
多
く
会
員
に
成
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
し
て
同
窓
会
組
織
ご
役
割
の
皆
さ
ん
本
当

御
苦
労
さ
ま
で
す
。

40
年
機
械
科
卒　

東
京
都
葛
飾
区檀

　
　
嘉
行

Ｓ
40
年
Ｍ
科
卒
皆
さ
ん
ご
ぶ
さ
た
。
私
は
機

関
車
の
運
転
士
を
夢
み
て
入
学
し
ま
し
た
が

…
自
動
車
産
業
界
に
入
り
50
年
の
業
務
を
終

え
ま
し
た
。今
は「
自
由
人
」を
楽
し
ん
で
ま
す
。

40
年
業
務
科
卒　

大
阪
市

白
井
喜
代
和

「
く
ろ
が
ね
」
の
送
付
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

40
年
自
動
車
科
卒　

兵
庫
県
神
戸
市鷲　

　
幸
雄

年
会
費
２
年
分
で
す
。
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

40
年
機
械
科
卒　

枚
方
市

上
谷
　
好
一

Ｈ
30
年
、
Ｈ
29
年
分
で
す
。

41
年
自
動
車
科
卒　

兵
庫
県
加
古
川
市

原
田
　
重
雄

昨
年
、
会
費
送
金
忘
れ
の
為
、
少
し
多
目
に

送
金
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
だ
、
現
役
で
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。

41
年
自
動
車
科
卒　

大
阪
市

春
田
　
誠
一

ま
だ
現
役
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

41
年
土
木
建
築
科
卒　

摂
津
市

上
田
　
博
幸

皆
さ
ん
お
久
し
振
り
で
す
。
私
の
当
時
の
昭

和
41
年
卒
土
木
建
築
の
卒
業
生
が
一
人
で
も

お
会
い
出
来
る
か
と
思
い
懐
か
し
く
出
席
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

42
年
機
械
科
卒　

大
阪
市

片
山
　
雅
己

退
職
し
て
早
や
５
年
経
過
。
元
気
に
過
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
介
護
福
祉
師
の
資
格
を
取
得
。

施
設
で
利
用
者
の
え
が
お
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

42
年
土
木
建
築
科
卒　

守
口
市

大
中
　
康
功

今
年
は
、
古
希
を
向
え
ま
す
。
元
気
で
ガ
ン

バ
ッ
テ
い
ま
す
。

42
年
土
木
建
築
科
卒　

大
阪
市

阪
本
　
　
清

同
じ
鉄
高
の
土
木
建
築
科
卒
で
、
か
つ
同

じ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
た
仲
間
４
人
で
、
沖
縄
、

グ
ア
ム
、
ハ
ワ
イ
へ
行
っ
て
ま
す
。
今
年
も

６
月
に
ハ
ワ
イ
島
へ
行
く
予
定
で
す
。

43
年
機
械
科
卒　

兵
庫
県
加
古
川
市西田

　
管
男

合
気
道
と
芸
術
活
動
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。

43
年
建
築
科
卒　

守
口
市

河
田
　
喜
一

ク
ラ
ス
の
仲
間
お
元
気
で
す
か
。
河
合
、
井

上
さ
ん
幹
事
よ
ろ
し
く
（
笑
）
ま
だ
仕
事
も

頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
！

44
年
Ｍ
科
卒　

奈
良
県
宇
陀
市

川
田
　
純
一

昨
年
４
月
に
嘱
託
を
終
了
し
完
全
退
職
し
ま

し
た
。
退
職
後
は
、
健
康
管
理
の
為
一
万
歩

を
目
標
に
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

44
年
機
械
科
卒　

守
口
市

久
富
　
明
雄

44
年
機
械
科
３
組
森
本
学
級
を
卒
業
し
て
、

今
年
で
50
年
で
す
。
森
本
先
生
は
じ
め
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
は
、
元
気
に
し
て
い
る
の
か
な

と
最
近
、
ふ
と
当
時
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
す
。
４
年
前
で
す
が
、
先
生
を
囲
ん
で
４

人
で
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
を
し
ま
し
た
が
、
先
生

も
、
寂
し
そ
う
で
し
た
。
ク
ラ
ス
全
員
、
顔

を
揃
え
て
50
年
前
に
戻
り
た
い
で
す
ね
。
い

つ
ま
で
も
「
偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
を
忘

れ
ま
せ
ん
。

44
年
土
木
建
築
科
卒　

兵
庫
県
西
宮
市

伊
藤
　
正
隆

此
度
、
創
立
90
周
年
を
迎
え
る
事
に
卒
業
生

と
し
て
学
校
関
係
者
諸
先
輩
方
の
尽
力
さ
れ

続
け
た
歴
史
の
賜
で
す
。
私
自
身
「
偉
大
な

る
平
凡
人
た
れ
」
重
い
色
々
な
思
い
が
込
め

ら
れ
て
る
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
学
園
の
益
々
の
発
展
も
願
っ
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

44
年
普
通
科
卒　

八
尾
市

福
岡
雄
太
郎

Ｈ
30
年
度
同
窓
会
費
。

44
年
普
通
科
卒　

福
岡
県
福
岡
市杉

本
　
和
夫

福
岡
で
元
気
に
暮
し
て
い
ま
す
。

45
年
土
木
建
築
科
卒　

神
奈
川
県
横
浜
市

由
元
　
逸
次

「
人
」
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
み

ん
な
で
、
仲
良
く
す
る
の
が
一
番
、「
く
ろ
が

ね
」
と
共
に
「
心
」
の
中
に
「
く
ろ
が
ね
」

を
持
つ
こ
と
が
人
生
に
生
涯
が
活
か
さ
れ
る

と
思
い
た
い
「
偉
大
な
る
平
凡
に
な
れ
」
い

い
で
す
ね
ェ
！

馬
車
道
で
の
地
下
鉄
連
絡
通
路
の（
マ
ン
シ
ョ

ン
と
の
取
付
）
新
設
工
事
（
夜
間
）
を
５
月

１
日
〜
７
月
31
日
行
な
い
ま
す
。
70
歳
迄
の

就
業
で
、
自
宅
〜
通
勤
で
き
ま
す
。（
鹿
島
建

設
へ
出
向
社
員
で
す
。）

45
年
普
通
科
卒　

奈
良
県
橿
原
市岡

野
　
和
也

毎
度
く
ろ
が
ね
会
報
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

47
年
電
気
科
卒　

堺
市

中
山
　
俊
治

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
47
年
卒
電

気
科
の
会
員
の
方
連
絡
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

47
年
土
木
科
卒　

東
大
阪
市

寺
内
　
正
年

「
く
ろ
が
ね
」
の
送
付
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
全
国
大
会
の
出
場
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

47
年
普
通
科
卒　

兵
庫
県
宝
塚
市宮

嶋
　
芳
人

同
級
生
と
一
緒
に
ゴ
ル
フ
を
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

47
年
普
通
科
卒　

堺
市

金
谷
　
友
晴

今
回
久
し
ぶ
り
に
出
席
し
ま
す
。
同
級
生
に

会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

48
年
Ｃ
２
科
卒　

貝
塚
市

三
宅
　
文
夫

い
つ
も
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

48
年
機
械
科
卒　

豊
中
市

半
渡
　
幸
夫

大
阪
労
働
局
に
て
現
在
も
職
業
相
談
員
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
し
て
今
後
も
現
役
で
頑
張
っ
て

働
き
ま
す
。

50
年
機
械
科
卒　

大
阪
市

土
岐
　
恭
生

御
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

52
年
土
木
科
卒　

守
口
市

青
野
　
康
雄

今
年
還
暦
に
成
り
ま
す
。

52
年
普
通
科
卒　

大
阪
市

木
村
　
庄
一

ま
た
い
つ
か
同
窓
会
に
出
席
い
た
し
ま
す
。

い
ま
だ
に
独
身
で
す
の
で
ち
ょ
っ
と
ね
。

53
年
電
気
科
卒　

八
尾
市

市
場
　
孝
士

近
畿
大
会
の
た
め
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

54
年
電
気
科
卒　

奈
良
県
生
駒
市森

　
　
文
彦

送
付
名
に
卒
業
年
が
54
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
53
年
度
時
３
年
）

54
年
土
木
科
卒　

高
石
市

辻
　
　
明
夫

同
年
卒
業
の
梅
津
君
、
年
会
費
協
力
し
た
っ

て
よ
!!
く
ろ
が
ね
の
編
集
等
ご
苦
労
様
で
す
。

54
年
普
通
科
卒　

守
口
市

樋
口
　
雅
彦

日
々
元
気
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会

の
ご
盛
況
を
お
祈
り
し
ま
す
。ご
出
席
の
皆
々

様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
す
。

56
年
自
動
車
科
卒　

群
馬
県
み
ど
り
市

伊
藤
日
出
喜

在
学
中
は
、
自
動
車
部
に
入
っ
て
、
カ
ー
ト

を
作
っ
た
事
が
１
番
の
思
い
出
で
す
。

56
年
普
通
科
卒　

守
口
市

棚
家
　
雅
一

母
校
の
発
展
は
う
れ
し
い
で
す
。
く
ろ
が
ね

毎
回
見
て
い
ま
す
。

57
年
商
業
科
卒　

堺
市

小
島
総
一
郎

物
騒
な
世
の
中
で
す
が
、
皆
さ
ん
お
元
気
で

お
過
ご
し
下
さ
い
。

60
年
電
気
科
卒　

大
阪
市

西
田
　
文
彦

「
く
ろ
が
ね
」
を
通
じ
て
昔
を
懐
か
し
く
思
う

と
と
も
に
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を

見
て
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

61
年
普
通
科
卒　

愛
知
県
豊
橋
市森

岡
　
秀
行

田
上
監
督
が
ん
ば
れ
。
応
援
し
て
る
よ
ー
。

62
年
機
械
科
卒　

大
阪
市

岡
田
　
　
透

同
窓
年
会
費
５
ヶ
年
分
で
す
。

63
年
普
通
科
卒　

東
大
阪
市

岡
村
　
和
彦

「
く
ろ
が
ね
」
の
送
付
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

Ｈ
１
年
商
業
科
卒　

大
阪
市

寺
農
　
政
信

添
乗
員
を
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
４
年
普
通
科
卒　

長
野
県
長
野
市城内

　
　
睦

鉄
道
研
究
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
も
部
の
発
展
を
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。

Ｈ
９
年
国
際
科
卒　

東
京
都
江
戸
川
区

大
久
達
之
助

住
所
が
か
わ
り
ま
し
た
。

Ｈ
11
年
普
通
科
卒　

堺
市

隅
田
　
晃
司

普
通
で
す
。

Ｈ
20
年
普
通
科
卒　

兵
庫
県
芦
屋
市片本

　
　
裕

い
つ
も
御
世
話
に
な
り
ま
し
て
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
息
子
も

元
気
に
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

大
産
大
附
高　

母
片
本
ゆ
か
り

Ｈ
24
年
普
通
進
学
科
卒　

大
阪
市石

島
　
大
弐

大
学
を
卒
業
し
、
専
門
学
校
２
年
目
、
今

年
度
で
進
路
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
念
場
で
す
。
日
々
、
精
進
中
で
す
。

Ｈ
26
年
普
通
科
卒　

大
阪
市

新
宅
　
雄
太

近
大
卒
業
し
ま
し
た
。

Ｈ
27
年
国
際
科
卒　

大
阪
市

関
　
　
恭
輔

毎
日
就
活
、
授
業
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
27
年
普
通
科
卒　

大
東
市

岡
田
　
光
貴

高
校
を
卒
業
し
大
学
４
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

学
内
で
は
全
学
教
育
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
大
学
院
に
進
学
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
を

進
め
る
つ
も
り
で
す
。

Ｈ
28
年
普
通
科
卒　

大
東
市

石
川
明
日
香

寺
前
章
前
会
長
様
、
く
ろ
が
ね
46
号
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卒
業
生
と
し
て
頑

張
り
ま
す
。
総
会
当
日
は
、
ツ
ア
ー
中
の
為
、

欠
席
と
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

匿
　
　
　
名

毎
年
、
会
報
の
送
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
夏
の
甲
子
園
の
予
選
、
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
。

Ｓ
９
卒 

水
野　

行
輝

Ｓ
11
卒 

宮
野
健
太
郎

Ｓ
13
卒 

高
安
小
一
郎

Ｓ
15
卒 

五
十
嵐
助
兼

Ｓ
16
卒 

竹
田　

輝
夫

Ｓ
16
卒 

富
村　

芳
彦

Ｓ
18
卒 

亀
井　

勝
二

Ｓ
18
卒 

仁
井
田　

稔

Ｓ
18
卒 

前
川　

正
和

Ｓ
19
卒 

谷　
　
　

進

Ｓ
20
卒 

内
藤　

幸
雄

Ｓ
20
卒 

藪
田　
　

稔

Ｓ
20
卒 

辻
内　

清
一

Ｓ
20
卒 

寒
川　

儀
一

Ｓ
21
卒 

林　
　

利
夫

Ｓ
21
卒 

三
輪　

省
三

Ｓ
23
卒 

米
倉　

嘉
秋

Ｓ
23
卒 

広
田　

重
美

Ｓ
23
卒 

堀
江　

利
光

Ｓ
23
卒 

中
島　
　

勗

Ｓ
24
卒 

藤
井　

貞
三

Ｓ
24
卒 

谷
口　

省
二

Ｓ
31
卒 

川
西　
　

浩

Ｓ
32
卒 

大
岡　

正
治

Ｓ
32
卒 

小
寺　

勝
二

Ｓ
32
卒 

中
嶋　
　

稔

Ｓ
32
卒 

中
西　

照
明

Ｓ
35
卒 

黒
田　

清
隆

Ｓ
35
卒 

福
本　
　

満

Ｓ
35
卒 

丸
岡　

元
一

Ｓ
36
卒 

堀
田　

末
秋

Ｓ
36
卒 

加
藤　

弘
市

Ｓ
37
卒 

久
保　

達
也

Ｓ
37
卒 

富
永　

一
郎

Ｓ
37
卒 

花
谷　
　

瑛

Ｓ
38
卒 

藤
原　

征
男

Ｓ
38
卒 

貞
広　

義
雄

Ｓ
38
卒 

野
町　
　

充

Ｓ
40
卒 

木
村　

良
秀

Ｓ
41
卒 

野
宮　
　

洋

Ｓ
41
卒 

山
中　

誠
一

Ｓ
42
卒 

飯
田　
　

豊

Ｓ
42
卒 

西
浦　

義
郎

Ｓ
42
卒 

西
谷　

浪
雄

Ｓ
43
卒 

髙
見　

康
一

Ｓ
46
卒 

植
田　

昭
夫

Ｓ
46
卒 

原
田　

昌
弘

Ｓ
47
卒 

浅
田　

広
巳

Ｓ
51
卒 

山
下
美
千
男

Ｓ
51
卒 

後
藤　

敏
文

Ｓ
53
卒 

藤
原　
　

等

Ｓ
57
卒 

儀
間　

年
夫

Ｓ
58
卒 

神
谷　

公
洋

Ｓ
62
卒 

合
尾　

和
也

Ｓ
62
卒 

大
倉
野　

剛

Ｈ
２
卒 

西
口　

哲
也

Ｈ
26
卒 

池
田　

直
之

訃 報
（敬称略）

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
原
文
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
誤
字
や
脱
字
の

あ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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同
期
会 
〜
小
田
先
生
を
囲
む
会
〜

　
お
互
い
に
前
進
へ

　

穏
や
か
な

日
差
し
が
降

り
注
ぐ
、
11

月
４
日
の
正

午
過
ぎ
か
ら

恒
例
の
「
小

田
先
生
を
囲

む
会
」
を
京

阪
電
車
の
古

川
橋
駅
近
く

の
「
仙
亭
」

で
、
恩
師
小

田
好
朗
氏
を

始
め
と
し
て

特
別
参
加
の
大
阪
産
業
大
学
附
属
高
等
学

校
同
窓
会
の
前
会
長
寺
前
章
氏
及
び
現
副

会
長
大
谷
和
正
氏
を
含
む
16
名
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

最
初
に
梶
原
氏
の
発
生
で
学
生
時
代
に

戻
り
全
員
が
起
立
し
て
先
生
へ
の
礼
を
捧

げ
ま
し
た
。
進
行
係
は
眞
田
が
担
当
。
会

員
で
あ
る
後

藤
敏
明
氏
が

５
月
に
逝
去

さ
れ
た
方
に

黙
祷
を
捧
げ

た
後
、
全
員

写
真
を
撮
り

ま
し
た
が
、

カ
メ
ラ
の
具

合
が
悪
く
（
発

光
し
な
い
）
急

遽
大
谷
氏
の

持
参
し
た
ス

マ
ホ
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
て

頂
き
ま
し
た
。

梶
原
氏
の
乾

杯
音
頭
で
漸

く
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

小
田
先
生
か
ら
は
、
生
活
す
る
中
で
の

考
え
方
と
し
て
「
こ
の
世
に
も
・
あ
の
世

に
も
地
獄
、
極
楽
共
に
あ
り
、
さ
て
貴
方

は
ど
っ
ち
行
き
？ 

ど
う
せ
行
く
な
ら
極
楽

だ
よ
ネ
。
ヨ
ー
シ
、
こ
れ
か
ら
極
楽
探
し

に
ゴ
ー
だ
。
貴
方
と
好
朗
も
ゴ
ー
ル
に
到

着
。
さ
て
、
そ
こ
は
、
こ
の
世
、
あ
の
世

も
極
楽
や
…
。
あ
り
が
と
う
、
嬉
し
い
な
。

こ
れ
か
ら
も
今
迄
通
り
に
、
常
楽
我
浄
と

三
膳
育
、
即
ち
「
体
善
育
・
知
善
育
・
徳

善
育
」
日
々
是
好
日
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
笑

顔
忘
れ
ず
助
け
合
い
、更
な
る
花
咲
く
ハ
ッ

ピ
ー
ラ
イ
フ
に
前
進
だ
!!
」
と
教
え
を
頂

き
“
お
互
い
に
前
進
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
”

と
締
め
括
り
ま
し
た
。

　

寺
前
氏
か
ら
は
「
今
年
６
月
ま
で
同
窓

会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
11
月
１

日
に
は
学
校
創
立
90
周
年
を
迎
え
、
歴
史

の
重
み
を
感
じ
ま
す
。」
と
、大
谷
氏
は
「
同

窓
会
を
毎
月
少
人
数
で
す
が
開
催
し
て
い

ま
す
。
個
人
的
に
は
、
四
国
霊
場
巡
り
を

９
回
完
了
し
た
が
今
後
も
続
け
て
実
践
し

て
行
き
た
い
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま

し
た
。

　

各
々
の
立
場
で
学
校
生
活
や
鉄
道
高
校

と
大
阪
桐
蔭
高
校
と
の
編
成
の
話
題
や
農

業
に
関
す
る
苦
労
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
自
転
車
預
か
り
場
の
仕
事
や
工
夫

等
の
話
題
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

先
生
か
ら
参
加
者
全
員
に
花
束
が
贈
ら

れ
、
こ
の
花
束
を
手
に
し
て
玄
関
で
記
念

撮
影
を
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

三　

四　

会

　
　
新
和
歌
の
浦
「
漁
火
の
宿
」

　

20
余
年
前
か
ら
開
催
致
し
て
お
り
ま
す

三
四
会
（
同
窓
会
）
を
今
年
も
無
事
に
開

催
出
来
ま
し
た

が
、
開
催
場
所

の
選
択
に
苦
渋

い
た
し
ま
し

た
。
安
・
近
・

短
で
新
和
歌
の

浦
「
漁
火
の
宿 

シ
ー
サ
イ
ド 

観
潮
」に
決
め
、

天
王
寺
よ
り
老

雄
８
名
が
紀
勢

線
に
乗
り
込
み

目
的
地
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

到
着
後
夕
陽
を

眺
め
な
が
ら
入
浴

で
疲
れ
を
癒
し
て

宴
会
場
へ
と
移

り
、
海
の
幸
と
地

酒
を
食
し
、
昔
話

や
近
況
、
自
慢
話

等
に
花
が
咲
き
、

呑
み
語
り
合
い
ま

し
た
。（
酒
量
は
皆
さ
ん
随
分
減
り
ま
し
た
）

　

翌
朝
、
初
日
に
所
用
で
欠
席
さ
れ
た
Ｋ

君
が
旅
館
ま
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
、
皆

と
の
再
会
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

（
級
友
と
は
良
い
も
の
で
す
ね
…
）

　

帰
り
は
西
国
三
十
三
所
第
２
番
札
所
の

「
紀
三
井
寺
」
の
長
い
急
階
段
に
息
を
切
ら

し
、
本
尊
の
十
一
面
観
音
を
参
拝
。
お
互

い
の
健
康
と
三
四
会
の
継
続
を
祈
り
、
来

年
の
再
会
を
約
束
し
解
散
し
ま
し
た
。

幹
事
：
松
浦　

安
夫

35
Ｂ
２
食
事
会

　

昭
和
35
年

業
務
科
2
組

二
宮
先
生
学

級
48
名
卒
業

で
、
42
年
後

の
平
成
14
年

に
ク
ラ
ス
会

を
始
め
ま
し

た
。

　

今
年
は
16

年
目
と
な
り
、

２
０
１
９
年

の
総
会
月
で
１
８
７
回
に
な
り
ま
す
。

　

去
年
の
１
７
５
回
に
は
平
城
宮
跡
の
公

園
内
で
新
緑
の
清
々
し
い
芝
生
の
上
で
コ

ン
ビ
ニ
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
の
歓
談
と
平

城
宮
跡
の
「
朱
雀
門
」
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

7
月
に
は

台
風
12
号
と

9
月
に
は
台

風
21
号
ま
た

台
風
24
号
と

日
本
列
島
を

2
回
も
通
過

し
た
の
で

「
食
事
会
」
が

中
止
に
な
り

ま
し
た
。

　

１
８
０
回

に
は
吉
田
幹

事
が
住
吉
区

の
沢
ノ
町
駅

界
隈
で
経
営

さ
れ
て
い
る

「T
eppan 

T
arou

」
で

お
好
み
焼

き
・
鍋
料
理

で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

３
Ｃ
ク
ラ
ス
会

　

３
Ｃ
ク
ラ
ス

会
を
10
月
16
日

〜
17
日
の
１
泊

２
日
で
香
川
県

丸
亀
市
の
レ
オ

マ
の
森
で
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

神
戸
市
三
宮

を
バ
ス
で
明
石

海
峡
大
橋
〜
鳴

門
大
橋
を
通

り
、
14
時
ご
ろ

ホ
テ
ル
に
到
着

し
遊
園
地
で
童

心
に
帰
り
バ
ラ

園
等
を
見
学

し
、
温
泉
に
は
い
り
17
時
か
ら
美
味
し
い

料
理
、
お
酒
と
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
で
高
知
県

桂
浜
に
行
き
鰹
タ
タ
キ
定
食
を
舌
つ
づ
み

し
て
ホ
テ
ル
へ
戻
り
、
バ
ス
で
18
時
30
分

三
宮
着
で
次
回
（
２
年
後
）
元
気
で
逢
い

ま
し
ょ
う
、
と
解
散
し
ま
し
た
。

横　

辰　

会

　

私
達
は
、

昭
和
55
年
普

通
科
8
組 

横
井
学
級

で
、
横
井
先

生
の
初
の
卒

業
生
で
気
の

合
っ
た
仲
間

達
が
、
平
成

最
後
の
年
、

1
月
14
日
の

夜
・
京
橋
の

「
冨
鶴
」
に

て
、“
横
辰
会
”
の
新
年
会
を
盛
大
に
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

先
生
も
年
始
の
忙
し
い
中 

参
加
し
て
頂

き
ま
し
た
。
先
生
が
参
加
さ
れ
る
時
に
は

参
加
人
数
が
増
え
ま
す
。
先
生
も
60
歳
半

ば
を
超
え 

私
達
も
後
2
〜
3
年
後 

還
暦
を

迎
え
ま
す
。
で
も 

こ
の
日
の
参
加
人
数
は

12
名
で
す
が
ク
ラ
ス
40
名
中
の
12
名
は
優

秀
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
絆
」
は
、
新

元
号
に
な
っ
て
も
続
け
て
行
き
た
い
で
す
。

　

先
生
と
生
徒
の
歳
も
近
い
と
あ
っ
て
先

輩
の
様
な
兄
貴
の
様
な 

昔
の
「
夕
陽
ヶ
丘

の
総
理
大
臣
」
の
ド
ラ
マ
の
様
な
ク
ラ
ス

で
す
。「
下
駄
を
鳴
ら
し
て
〜
〜
が
来
る
〜

〜
」
み
た
い
な
。
横
井
先
生
や
小
野
先
生 

音
楽
の
真
田
先
生
達
が 

冬
休
み
ス
キ
ー
に

行
く
の
に
「
ス
キ
ー
行
き
た
い
奴 

お
る

か
？
お
っ
た
ら
一
緒
に
連
れ
て
い
っ
た
る
」

自
由
参
加
、
ほ
ん
ま
に
先
生
が
遊
び
で
生

徒
つ
れ
て
い
っ
た
良
き
時
代
、
ス
キ
ー
場

で
関
東
の
学
生
と
ト
ラ
ブ
ッ
タ
話
、め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
お
も
し
ろ
か
っ
た
! !

　

当
時 

横
井
先
生
が
下
宿
し
て
い
て 

そ

こ
に
生
徒
が
遊
び
に
行
っ
て
先
生
の
下

宿
近
く
の
ス
ナ
ッ
ク
へ
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
て「
大
学
の
後
輩
や
言
え
よ 

! ! 

」「
乾

〜
杯
最
高
！
」
ほ
ん
ま
に
「
夕
陽
ヶ
丘
の

総
理
大
臣
」
の
ド
ラ
マ
の
様
で
し
た
。
も

う
時
効
で
す
よ（
笑
）最
高
〜
〜
で
し
た
よ
、

ほ
ん
ま
に
最
高
で
し
た
。
青
春
を
青
春
が 

よ
み
が
え
る
、
そ
ん
な
時
間
で
し
た
。

　

横
井
学
級
の
後
輩
達
も
、
後
に
続
い
て

私
達
に
負
け
な
い
良
い
会
を
作
っ
て
下
さ

い
。

横
辰
会
有
志
一
同

ク
ラ
ス
会

同
期
会

　同窓会も大きな組織に成って来ました。
　昨年は学園創立90周年に50,000人を超え
る卒業生に成りました。鉄筋校舎が立ち並ぶ前
面芝生の運動場に2,000人の生徒が活用して
います。昨年はその運動場内で全生徒2,200人
ダンスを披露して話題になりました。
　今年11月1日には梧桐祭（文化祭）が母校で

開催されます。クラブや学年で演劇・屋台を繰り
広げます。私達も梧桐祭に参加しませんか?	ブー
スを設けて生徒達に交じり歓談しませんか?	お茶
を飲みながら思い出のアルバムを見たり、学生達
とクラブ活動の思い出にふれましょう。
　入場無料梧桐祭に参加を・・・

「今年初参加です。」　

「同窓会」役員・幹事会の

ひとりごと　個人情報の規制で、積極的にご案内ができないこともありますので、ご連絡をお待ちしております。
初版の会則ができあがりましたので、応募者各位には会則をお送りさせていただきます。申込み思案中
の方は奮って応募してください。
　社長会発足の目的は経営者が集まり、母校の発展にいささかでも貢献できるよう、また経営者トップ
の異業種交流会や講演会を定期的に実施し、経営の見直しや新たな活路を見いだすことを主眼に置
いています。社長会組織の役員等人選につきましては第一回の社長会で決めたいと考えております。
◎応募世話役
　同窓会会長	 片岡　kinki-techno@oct.zaq.ne.jp
　同窓会副会長	 田中　tanaka@sandaiko.jp	 FAX	06-6852-2251	 携帯 090-2385-0689
　同窓会常任幹事	 本田　honda@sandaiko.jp	 FAX	06-6563-9578	 携帯 090-1591-1626

卒業生の社長さん、個人経営のオーナさんへ！
社長会のメンバーになってください。

募集中
！！
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　１
９
２
９
年
（
昭
和
４
年
）
東
京
都
生
ま
れ
で
、
三

人
兄
弟
の
真
ん
中
で
育
ち
、
父
は
土
木
建
設
業
を
営

ん
で
生
活
し
て
居
り
ま
し
た
。

　当
時
の
建
設
業
は
土
建
屋
（
土
方
）
と
呼
ば
れ
て

い
て
、
子
供
の
頃
に
は
川
の
堤
防
・
海
の
護
岸
・
岸
壁

工
事
等
ま
っ
た
く
の
作
業
が
手
仕
事
で
危
険
・
厳
し

い
・
汚
い
状
態
で
し
た
。
そ
の
様
な
環
境
の
中
で
、
家

族
は
建
設
す
る
場
所
に
よ
っ
て
地
方
に
転
々
と
移
転

先
を
変
え
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
小
学
校

を
７
校
も
転
校
し
ま
し
た
。

　安
定
職
業
を
求
め
る
に
は
大
阪
第

一
鉄
道
学
校
が
良
い
と
し
、
在
校
中
は

終
戦
ま
で
学
徒
動
員
で
吹
田
操
車
場
へ

実
習
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
そ
こ
は
西

日
本
と
東
日
本
の
貨
物
輸
送
の
接
点
で

あ
り
、
我
が
国
最
大
の
規
模
を
誇
る
貨

物
操
車
場
で
す
。
操
車
場
で
は
Ｓ
Ｌ
機

関
車
が
30
〜
40
台
を
連
結
し
た
貨
車

を
山
の
頂
上
に
押
し
上
げ
て
、
下
り
坂

で
貨
車
が
切
り
離
さ
れ
、
そ
の
作
業
員

が
飛
び
乗
り
、
足
ブ
レ
ー
キ
で
操
作
を

し
な
が
ら
前
の
貨
車
に
連
結
す
る
、
そ

の
繰
り
返
し
で
行
き
先
別
に
列
車
編
成
が
さ
れ
て
往

き
ま
す
。
こ
の
作
業
は
高
度
な
危
険
が
伴
う
た
め
、

作
業
指
令
と
し
て
「
振
分
け
・
集
中
・
選
別
・
打
合

せ
」
の
号
令
を
聞
か
さ
れ
て
作
業
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　昭
和
23
年
卒
業
後
は
、
私
学
の
教
員
免
許

を
取
り
教
師
と
し
て
生
徒
の
育
成
に
教
育

し
た
結
果
、「
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
」
と

「
大
阪
府
知
事
賞
受
賞
」
を
受
け
ま
し
た
。

教
育
成
果
に
著
し
く
貢
献
し 

人
間
性
の
発

展
に
寄
与
し
た
と
の
事
で
頂
き
ま
し
た
。

　退
職
後
、
地
域
の
振
興
の
た
め
に
、
市
の

公
民
館
で
毎
週
金
曜
日
に
「
よ
み
か
き
教
室
」
を
開

設
し
て
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
の
人
達
（
マ
レ
ー

シ
ャ
・
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
）

等
が
就
業
の
傍
ら
日
本
語
を
憶
え
る
た
め
に
教
室
に

来
ら
れ
、
皆
さ
ん
は
、
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
働
き
に

行
き
、
片
方
が
日
本
語
の
学
習
を
し
て
言
葉
を
確
り

と
取
得
し
て
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
皆
さ
ん

（
人
数
40
〜
50
人)

と
協
力
し
合
っ
て
村
の
共
有
林
の

中
の
雑
草
や
古
木
や
枝
の
剪
定
を
行
っ
て
木
の
育
成

を
良
く
し
て
山
林
保
護
に
努
め
て
居
り
ま
す
。

　日
常
の
食
生
活
に
於
い
て
は
最
も
大
切
な
事
は
自

然
な
野
菜
を
食
べ
て
身
体
の
健
康
状
態
を
維
持
す
る

こ
と
だ
と
思
い
、
畑
で
白
菜
・
大
根
・
人
参
・
玉
ね

ぎ
・
豆
類
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
さ
つ
ま
い
も
等
季
節
に
応

じ
て
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
体
を
動
か
し
・
体
全
体

の
筋
力
を
鍛
え
て
健
康
管
理
に
努
め
る
た
め
で
す
。

　我
母
校
の
創
立
90
周
年
は
、
私
に
と
っ
て
の
人
生

の
歩
み
と
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
中
で
立
派
な
学
園
に

育
て
て
頂
い
た
こ
と
が
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
益
々
の
教
育
の
発
展
と
社
会
へ
の
貢
献

に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
が
入
学
し
た
時
の
校
名
は
大
阪
第
一
鉄
道
学
校

で
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
中
学
生
の
私

達
に
も
学
徒
動
員
令
が
適
用
さ
れ
、
当
時
の
国
有
鉄

道
「
現
在
の
Ｊ
Ｒ
関
西
吹
田
貨
物
駅
」
に
勤
務
す
る
よ

う
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
職
種
は
ハ
ン
プ
「
急
な
下
り

坂
」
を
利
用
し
た
貨
物
列
車
の
行
き
先
選
別
作
業
で

し
た
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
て
い
る
貨
車
を
自
分
の
体
重

の
み
で
ブ
レ
ー
キ
を

踏
み
こ
ん
で
速
度
調

整
し
、
一
本
の
列
車

に
仕
上
げ
る
と
云
う

実
に
危
険
な
仕
事
で

し
た
。
仕
事
の
最
中

に
米
軍
の
Ｐ
51
戦
闘

機
の
機
銃
掃
射
を
受

け
て
一
人
の
級
友
が

背
中
を
撃
ち
抜
か
れ

て
即
死
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

貨
物
列
車
に
積
ま
れ
て
い
た
荷
物
に
火
が
つ
い
て

翌
日
出
勤
し
て
も
未
だ
燃
え
続
け
て
い
ま
し
た
。

先
輩
に
、
そ
れ
は
何
か
と
尋
ね
る
と
地
下
足
袋
だ

と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　昭
和
20
年
８
月
に
終
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
私

達
だ
け
は
国
鉄
の
男
性
職
員
が
復
員
し
て
く
る
ま

で
、
学
徒
動
員
令
が
解
除
さ
れ
ず
仕
事
は
続
き
ま

し
た
。
最
終
の
３
ヶ
月
間
は
大
阪
駅
で
復
員
列
車

に
乗
っ
て
九
州
か
ら
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
兵
隊
さ
ん

達
に
、
飲
料
水
を
地
下
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ま

で
運
ん
で
差
上
げ
る
仕
事
が
続
き
ま
し
た
。
あ
る

時
、
満
員
の
兵
隊
さ
ん
の
中
か
ら
、
私
に
水
筒
を

差
し
出
し
水
を
入
れ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
人
の
希
望
を
叶
え
て
あ
げ
た
所
大
変
に
喜
ば
れ
、

そ
の
兵
隊
さ
ん
は
「
学
生
諸
君
に
は
何
も
お
礼
が
出

来
な
い
が
、
私
に
は
こ
れ
が
必
要
な
く
な
っ
た
」
と
、

こ
れ
を
貰
っ
て
く
れ
と
軍
刀
を
差
し
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
ち
ら
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
間
に
列
車
は
東

を
向
い
て
出
発
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
軍
刀
は
国
鉄

の
職
員
さ
ん
に
預
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
足
取
り

は
解
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
経
っ
て
学
校
に
戻
り
勉
強
が
始

ま
り
ま
し
た
。
半
年
前
ま
で
鬼
畜
米
英
と
教
育
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
復
学
と
同
時
に
英
語
の
授
業
が
始

ま
っ
た
こ
と
が
大
き
な
戸
惑
い
で
し
た
。
当
時
の
学

校
は
陸
軍
の
兵
舎
跡
で
、
担
任
は
岡
田
耕
三
先
生
で

し
た
。
学
徒
動
員
で
中
学
校
の
勉
強
が
相
当
に
遅
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
恩
師
岡
田
先
生
が
通
常
の
勉
強

が
終
わ
っ
て
か
ら
、
希
望
者
数
名
を
毎
日
５
時
間
ほ

ど
、
そ
れ
も
無
料
で
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

当
時
は
食
糧
難
で
食
べ
る
も
の
が
少
な
く
て
何
時
も

腹
を
減
ら
し
て
い
る
生
徒
達
に
、
岡
田
先
生
が
育
て

た
野
菜
を
抜
い
て
来
て
、
水
と
醤
油
だ
け
で
煮
て
食

べ
さ
せ
て
下
さ
っ
た
こ
と
等
、
私
に
と
っ
て
は
大
き
な

想
い
出
と
共
に
感
謝
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。

　先
生
の
献
身
的
な
教
育
の
お
蔭
で
私
は
卒
業
式
で

当
時
の
文
部
大
臣
賞
・
併
せ
て
天
皇
陛
下
よ
り
御
下

賜
金
記
念
「
金
五
円
也
」
を
賜
っ
た
こ
と
も
私
の
人
生

の
中
で
一
番
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
式
典
の
後
で

今
は
亡
き
母
が
云
っ
た
言
葉
を
ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て
い
ま

す
。「
お
前
は
こ
れ
ま
で
何
も
親
孝
行
を
し
て
く
れ

な
ん
だ
」
今
日
は
多
く
の
父
母
・
保
護
者
の
前
で
こ

ん
な
大
き
な
賞
を
貰
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
て
く
れ

て
、
母
さ
ん
は
実
に
誇
ら
し
か
っ
た
と
涙
ぐ
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
の
母
の
姿
を
見
て
私
も
少
し
は
親
孝
行

米
寿
を
迎
え
る
年
と
な
り

昭
和
24
年 

業
務
科
卒

　大
道

　進

”私 

の 

よ 

み 

か 

き 

人 

生“    

90
歳

昭
和
23
年 

運
輸
科
卒

　小 

池  

明 

雄

が
出
来
た
か
な
と
思
っ
た

も
の
で
し
た
。

　そ
の
後
、
大
学
は
文
部

大
臣
賞
の
恩
典
で
関
西

六
大
学
・
関
東
六
大
学
併

せ
て
12
の
大
学
よ
り
特

典
と
し
て
、
入
学
試
験
と

入
学
金
免
除
と
云
う
信

じ
ら
れ
な
い
条
件
で
大

学
入
学
を
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
予
て

よ
り
憧
れ
て
い
た
同
志

社
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
３
回
生
の
時
、
兄
が
経

営
し
て
い
た
会
社
に
無
理
や
り
入
社
さ
せ
ら
れ
て
大

学
を
中
退
し
ま
し
た
。
当
時
兄
は
兵
庫
県
の
国
体
選

手
と
し
て
ク
レ
ー
射
撃
に
の
め
り
込
ん
で
い
ま
し

た
。　社

業
は
兄
嫁
と
私
に
任
せ
き
り
に
て
十
数
年
間
懸

命
に
社
業
に
励
み
、
40
歳
の
時
に
兄
の
会
社
を
退
職

し
独
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
会
社
を
成
長
さ
せ

る
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
し
て
40
数
年
間
勤
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
も
会
社
の
相
談
役
と
し
て
毎
日

元
気
に
出
社
し
て
居
り
ま
す
。

　現
在
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
社
会
に
ご
奉
仕

す
る
こ
と
で
す
。
今
も
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
と
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
奥
地
の
子
供
二
人
に
大
学
を
出
る
ま
で
支
援

し
、
見
守
っ
て
い
ま
す
。
時
々
彼
等
が
送
っ
て
く
る
成

長
し
た
写
真
は
実
に
嬉
し
い
贈
り
物
で
す
。

　ま
た
、
現
在
は
日
本
赤
十
字
社
の
有
功
会
会
員
と

し
て
自
分
の
出
来
得
る
最
大
限
の
ご
協
力
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
私
の
行
為
に
対
し
て
天
皇
陛
下
よ

り
紺
綬
褒
章
と
感
謝
状
を
数
回
賜
り
、
自
分
の
宝
物

と
し
て
会
社
の
部
屋
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

　最
近
は
自
分
の
年
齢
に
逆
ら
わ
な
い
程
度
に
、
月

に
数
回
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
の
自
慢

は
素
敵
な
仲
間
に
恵
ま
れ
て
楽
し
く
プ
レ
イ
す
る
こ

と
で
、「
自
分
の
年
齢
よ
り
少
な
い
ス
コ
ア
」
を
８
回

と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
２
回
達
成
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
成
績
快
挙
は
自
分
自
身
が
健
康
で
過
ご
せ
て
居

る
か
ら
で
す
。

　私
は
運
と
云
う
も
の
を
信
じ
る
人
間
で
す
、
一
生

懸
命
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
に
運
は
向
こ
う
か
ら
や
っ
て

来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
明
日
へ
の
最
善
の
準
備
と

今
日
１
日
良
い
仕
事
を
す
る
事
」
こ
れ
が
私
の
信
念

で
す
。

SL機関車

恩師（担任） 岡田 耕三先生
恩師（担任） 岡田 耕三先生
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地域のものづくり体験
イベントや修学旅行生
の見学受け入れも
しています！

散る紅葉
一鉄土木昭和21年卒業

早坂 秀夫【俳号 一陽】
（安堵町）

苦
楽
六
十
年
君
行
く
黄
泉
に
散
る
紅
葉 

（
冬
）

結
婚
後
六
十
年
、
苦
楽
を
共
に
し
た
妻
は
黄
泉
の
国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。
私

と
し
て
は
苦
労
ば
か
り
掛
け
国
鉄
技
術
者
と
し
て
東
奔
西
走
し
、
国
鉄
構
造

物
を
建
設
し
て
お
り
家
庭
の
事
は
妻
に
任
せ
き
り
で
、
今
は
反
省
の
念
ば
か

り
で
す
。

中
陰
は
三
つ
き
に
な
ら
ず
年
内
に 

（
冬
）

満
中
陰
は
み
つ
き
に
な
る
と
良
く
な
い
と
世
間
で
云
わ
れ
て
い
る
の
で
、
私

も
そ
の
慣
習
に
従
っ
た
。

節
料
理
例
年
通
り
頼
み
け
り 

（
新
年
）

お
せ
ち
料
理
は
例
年
通
り
生
協
へ
奈
良
女
子
大
生
企
画
の
物
を
注
文
し
た
。

年
酒
に
す
る
つ
も
り
な
る
薦
被
り 

（
新
年
）

元
日
に
生
協
よ
り
購
入
し
た
薦
被
り
を
息
子
と
二
人
で
祝
杯
を
上
げ
た
。

妻
の
百
ヶ
日
三
月
三
日
に
僧
を
呼
ぶ 

（
春
）

妻
の
百
ヶ
日
忌
は
妻
の
誕
生
日
の
三
月
三
日
に
な
る
の
で
、
こ
の
日
に
大
和

郡
山
の
観
念
寺
の
住
職
を
呼
ん
だ
。

安
堵
町
の
一
陽
桜
妻
と
観
る 

（
春
）

安
堵
町
の
里
親
の
桜
は
植
樹
後
十
年
経
ち
立
派
に
成
長
し
た
。
妻
の
一
時
帰

宅
の
際
、
息
子
の
車
で
岡
崎
川
ま
で
走
ら
せ
鑑
賞
し
た
。

夏
の
日
や
う
か
ら
揃
ひ
て
母
見
舞
ふ 

（
夏
）

夏
の
日
に
横
浜
か
ら
幸
久
夫
妻
、
和
歌
山
か
ら
珠
実
夫
妻
、
奈
良
か
ら
明
久
、

私
、
と
六
人
が
奈
良
友
紘
会
病
院
へ
見
舞
っ
た
。

独
酌
の
麦
酒
旨
し
あ
て
も
良
し 

（
夏
）

息
子
も
出
か
け
て
留
守
。
独
酌
で
麦
酒
を
。
あ
て
は
横
浜
崎
陽
軒
の
シ
ュ
ウ

マ
イ
を
温
め
て
食
べ
た
。

介
護
園
帰
途
の
ド
ラ
イ
ブ
秋
桜 

（
秋
）

陶
の
郷
斑
鳩
館
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
終
え
、
帰
途
法
起
寺
周
辺
の
コ
ス
モ
ス

畑
を
鑑
賞
し
帰
宅
し
た
。

太
子
像
町
の
誇
り
や
大
案
山
子 

（
秋
）

聖
徳
太
子
の
大
案
山
子
が
、
案
山
子
の
町
と
し
て
宣
伝
し
て
い
る
安
堵
町
の

案
山
子
公
園
に
立
っ
て
い
る
。
各
地
か
ら
多
く
の
見
学
者
が
鑑
賞
し
て
い
る
。

　昨年 11月に妻桃代が永眠し
ました。
　紅葉の花言葉は「大切な思い
出」です。妻とは数多の大切な
想い出があります。
　標題にこの言葉を使いました。

障害者の
楽しみ

　

大
阪
産
業
大
学
附
属
高
等
学
校
同
窓
会
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
学

園
運
営
に
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
１
日
、
本
学
園
は
昭
和
３
年
大

阪
鉄
道
学
校
と
し
て
発
足
し
て
以
来
、
創
立

90
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
校
す
な
わ
ち
大
阪
産
業
大
学
附
属
高
等

学
校
は
、
建
学
者
瀬
島
源
三
郎
が
昭
和
恐
慌

後
の
混
沌
た
る
世
相
の
中
、「
偉
大
な
る
平
凡

人
た
れ
」
の
理
想
を
掲
げ
て
設
立
し
た
、
ま

さ
に
本
学
園
の
設
立
母
体
と
な
っ
た
学
校
で

あ
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
方
の
感
慨
ひ
と

し
お
の
も
の
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
に
は
、寺
前
相
談
役
、片
岡
会
長
、

大
谷
副
会
長
は
じ
め
役
員
の
方
々
の
ご
臨
席

を
頂
き
、
と
も
ど
も
90
周
年
を
寿
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
記
念
事
業
費
と
し
て
多
額
の
ご
寄
付

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
頂
き
ま
し
た
ご
厚

志
は
学
生
・
生
徒
諸
君
の
就
学
環
境
の
整
備

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
90
周
年
の
節
目
に
あ
た
っ

て
、
私
ど
も
全
職
員
は
今
一
度
建
学
の
初
心

に
帰
り
、
前
途
有
為
な
青
年
を
育
成
す
る
と

い
う
社
会
的
使
命
を
果
た
し
、
今
後
と
も
学

生
、
生
徒
、
保
護
者
に
選
ば
れ
る
学
園
で
あ

り
続
け
る
為
の
行
動
指
針
と
し
て
10
年
後
の

１
０
０
周
年
を
見
据
え
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
ビ

ジ
ョ
ン
１
０
０
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
具

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
「
中
期

事
業
計
画
」を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
。「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
持
ち
つ
つ
、
生
涯
を
通
じ
て

向
上
心
を
持
ち
続
け
、
地
域
と
産
業
社
会
に

貢
献
す
る
信
頼
さ
れ
る
社
会
人
」
の
育
成
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
諸
君
の
個
性
に
応
じ
た
多
様

な
進
路
を
確
保
す
る
一
方
、
産
業
大
学
と
の

ス
ム
ー
ス
な
高
大
連
携
に
も
従
来
以
上
に
細

心
の
配
慮
を
加
え
つ
つ
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
建
学
の
精
神
「
偉
大
な
る
平
凡
人
た

れ
」
に
は
二
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
自
分
流
に
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。
一
つ
は
、

文
字
通
り
自
分
の
職
分
・
責
任
を
し
っ
か
り

と
果
す
、
誠
実
な
信
頼
さ
れ
る
社
会
人
た
れ
、

と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、

瀬
島
源
三
郎
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
深

い
人
生
観
と
広
い
世
界
観
を
持
っ
た
」
心
豊

か
な
人
間
た
れ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
青
年
を
育
成

す
べ
く
、
職
員
一
同
今
後
と
も
一
層
精
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
母

校
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
は
７
１
６
名
の
卒
業
生
が
同

窓
会
に
加
わ
り
、
昭
和
三
年
（
１
９
２
８
年
）

に
『
大
阪
鉄
道
学
校
』
が
設
立
さ
れ
て
か
ら

の
本
校
の
卒
業
生
総
数
は
５
４
、６
４
５
名
を

数
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
４
月
に
は
そ
の
卒
業
生
に
替
わ
っ

て
７
５
３
名
の
新
入
生
が
入
学
し
て
き
ま
し

た
。
卒
業
生
お
よ
び
在
校
生
の
頑
張
り
の
お

陰
で
多
く
の
新
入
生
が
近
畿
全
域
か
ら
集
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
九
十
年
の
繰
り

返
し
に
よ
っ
て
、
今
で
は
近
畿
有
数
の
私
立

高
校
に
発
展
し
た
と
言
え
ま
す
。
卒
業
生
と

在
校
生
の
努
力
に
対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
昨
年
度
は
学
園
創
立
90
周
年
の

年
で
し
た
。
学
園
発
祥
校
で
あ
る
本
校
と
し

ま
す
と
、
学
園
90
年
の
歴
史
は
ま
さ
に
本
校

の
歴
史
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の
学
校
創
立
90

周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
の
が
「
踊
る

産
大
附
属
」
で
し
た
。
校
歌
を
ダ
ン
ス
調
に

ア
レ
ン
ジ
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
全
校
生
徒

２
２
０
０
名
が
ダ
ン
ス
を
す
る
。
学
校
全
体

が
心
一
つ
に
一
丸
と
な
っ
て
、
一
つ
の
も
の

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
素
晴
ら
し
い

体
験
で
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
こ
の
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
10
年
後
の
学
校
創
立
１
０
０
周

年
に
向
け
て
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
で
は
「
偉
大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
の
建

学
の
精
神
の
も
と
、
徳
育
・
知
育
・
体
育
の

三
位
一
体
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
教
学

面
で
は
コ
ー
ス
ご
と
に
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
確
立
し
、
生
徒
が
元
気
で
明
る
い
「
勉

学
と
ク
ラ
ブ
活
動
の
両
立
」
を
目
指
し
た
学

校
作
り
を
推
し
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

今
後
も
大
阪
産
業
大
学
と
の
高
大
連
携
の
推

進
、
進
学
実
績
の
向
上
、
国
際
科
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
を
継
続
し
て
求
め
て

参
り
ま
す
。

　

別
途
ご
案
内
の
通
り
、
今
年
の
梧
桐
祭
で

は
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
と
称
し
て
、

同
窓
会
の
ブ
ー
ス
、
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、

多
く
の
卒
業
生
に
ご
来
校
い
た
だ
き
、
現
在

の
本
校
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
か
お
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、
是
非
と
も
母
校
に
お
帰
り
く
だ

さ
い
。

　

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
教
育
活
動
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
格
別
の
ご
高
配
と
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
選
ば
れ
続
け
る
学
園
を
目
指
し
て

　
平
成
31
年
度
を
迎
え
て

学
校
法
人
大
阪
産
業
大
学

理
事
長
　
吉
岡
　
征
四
郎

]
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大
阪
産
業
大
学
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

校
　
長
　
平
岡
　
伸
一
郎

代表取締役

高 岸  義 泰
Yoshihiro Takagishi
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 高校在校生2,149名に（在籍数の確認は4月現在）

　高校では2月9日と14日に入学試験を実施し、昨年より33名増加の753名が入学、高校全体
の在籍者数は2,149名と昨年より22名の減少となりました。
　3月20日に実施した高校入試併願合格者の招集には247名が集まり（戻り率13.3%）、女子
の入学生者は専願。併願合わせて144名と昨年より10名減となりました。普通科特進コース
は5クラス、進学コースは9クラス、スポーツコース2クラス、国際科グローバルコース2クラ
スとなり、合わせて計18クラスとなりました。

　その結果、高校入学者の占める併願者の比率は全コース平均で32.8%となり、併願者の割
合は引き続き高くなっています。

【各コースの併願入学者率】
ＡⅠ ＡⅡ Ｕ Ｐ Ｇ 全体
55.3% 53.7% 30.7% 4.7% 12.5% 32.8%

 生徒募集にご協力を！
　ご家族またはお近くに受験を予定されている方がおられましたなら、ぜひ母校の受験を
お勧めいただきますようよろしくお願い申し上げます。
　高校の国際科は平成28年4月に特進コースと進学コースを一本化してグローバルコース
に改編し、平成30年度に完成年度となりました。
　新年度を迎えた校内では、生徒たちが勉強やクラブ活動に取り組んでいます。同窓会の
皆さん、是非一度母校へお立ち寄りいただき、後輩たちの活動をご覧ください。

  各種証明書類の発行について
　各種証明書は	事務部にて発行します。
●		窓口ですぐにお渡しできないものもありますので、来校される場合は、事前にご確認くだ
さい。

　＜すぐにお渡しできるもの＞　　卒業証明書　等
　＜すぐにお渡しできないもの＞　	調査書、成績証明書、単位修得証明書、英文の証明書類　等
●郵送希望の場合は、次の①、②、③を同封して、事務部にお申し込みください。
　なお、返信用の封筒は不要です。
　　①証明書発行願（ホームページからダウンロードできます。）
　　②手数料と送料の合計金額の切手
　　③本人確認書（運転免許証等）の写し
　＜手数料＞　卒業証明書、成績証明書、単位修得証明書：100円
　　　　　　　調査書：200円　英文卒業証明書：300円　英文成績証明書：500円
　　　　　　　各ー通あたりの手数料です。
　　　　　　　	詳しくは、大阪産業大学附属中学校高等学校ホームページの「卒業生の方」

から「各証明書の発行について」お進みいただき、ご確認ください。
●窓口受付時間　平日８：45〜16：30、土曜日８：45〜12：00
※	学校行事の都合で臨時休校となる場合がありますので、ご注意ください。
　ご不明な点は事務部までお問い合わせください。TEL.06-6939-1491(代）

 進路指導より
　平成30年度卒業生の進路状況と大学合格実績は、下表の通りです。進路状況については、
昨年度に比べると、4年制大学や短期大学に進学した生徒は全体の76%で昨年度より5%減少し、
専門学校へは昨年度より4%増加し15%の生徒が進学しました。
　また、大学合格実績につきましては、国公立大学に3名合格しました。
　大阪産業大学への入学者は204名で昨年度より30名増加しました。今年度もさらに大阪産
業大学との「高大一貫教育」体制の整備を進め、合格決定から大学入学までの期間に行われ
る事前教育の取り組みや、大学入学後も高校との連絡が継続することなど、充実したアフター
ケアを生徒や保護者の方々に理解して頂くことが重要であると思われます。
　今後も一人ひとりの生徒が自らに適した進路を選択し、将来の活躍に繋げることが出来る
ように指導していきたいと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　			（進路指導部）

平成30年度卒業生進路状況

項目　　　科 普通科 国際科
合計

特　進 進　学 スポーツ 進　学
卒業生数 209 337 86 84 716

進
　
学

大　学 156 245 69 53 523
短　大 7 8 3 6 24
専門学校 24 59 10 11 104
その他 22 18 1 13 54

計 209 330 83 83 705

就
　
職

官公庁 1 1 2
運輸関係 0
金融関係 0
建設関係 0
製造関係 1 1
販売関係 1 1
サービス 3 1 1 5

家業・その他 1 1 2
計 0 7 3 1 11

平成31年度入試　大学別合格状況と過去実績　　　　　　　　合格者数は実数

大学名
合　格　者　数

31年度入試 30年度入試 29年度入試 28年度入試 27年度入試
大阪産業大学 218 175 173 186 258
大阪大学 1
和歌山大学 1
大阪府立大学 1
大阪市立大学 1 1 2
兵庫県立大学 1 3
信州大学 1
滋賀大学 1
岡山大学 1 1
山口大学 1 1
愛媛大学 1
宮崎大学 1
兵庫教育大学
横浜市立大学
島根大学 1
公立鳥取環境大学 1
高知工科大学 1
国公立大学計 3 4 5 3 7
関西大学 12 11 16	 17 14
関西学院大学 3 1 1 3 1
同志社大学 2 2 1
立命館大学 5 3 5 2 5
関関同立計 22 15 22 24 21
京都産業大学 8 19 11 13 17
近畿大学 21 26 30 23 17
甲南大学 2 1 3 4
龍谷大学 10 17 10 7 9
産近甲龍計 41 62 52 46 47
関西外国語大学 20 25 21 27	 27
京都外国語大学 4 1 7 4
佛教大学 6 3 9 4 2
 計 30 29 30 38 33

日本光電工業株式会社
特約店

株式会社 上北商会

〒570-0011 大阪府守口市金田町4丁目5番26号
TEL：06-6902-6097　FAX：06-6901-2632

医用電子機器・医科器械器具
介護用品販売

学校のページ学校のページ

〒536-0008 大阪市城東区関目5丁目15-34
TEL・FAX 06-4255-5255

─ 第73回梧桐祭 ─
11月1日（金曜日・創立記念日）開催！
母校の後輩たちが頑張っている姿をご覧ください。
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吹
奏
楽
部

▼
抱
負
：
人
の
心
に
響
く
演
奏
を
志
す

▼
部
長
：
岡
本 

康
希

　

吹
奏
楽
部

は
、
夏
の
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
を
受
賞
、

マ
ー
チ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
銀
賞

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
打

楽
器
三
重
奏
金

賞
、
フ
ル
ー
ト

三
重
奏
銀
賞
を

戴
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
吹

奏
楽
に
よ
る
三

大
大
会
（
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー

ル
・
マ
ー
チ
ン

グ
コ
ン
テ
ス

ト
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
）
に
初
め
て

全
て
出
場
出
来

た
の
は
応
援
し

て
下
さ
る
方
々

の
お
蔭
で
す
。
有
難
う
御
座
い
ま
す
。
吹

奏
楽
部
は
将
来
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
応
援
す

る
産
大
高
校
の
ひ
と
つ
に
成
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
吹
奏
楽
の
魅
力
を
多
く
の

生
徒
の
み
ん
な
に
伝
え
て
、
ど
ん
ど
ん
仲

間
を
増
や
し
て
行
く
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
主
な
受
賞
》

・�

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北
地
区
大
会
小
編

成
の
部
：�

金
賞
受
賞

・��

大
阪
府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
打

楽
器
三
重
奏�

：
金
賞
受
賞

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

（
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）

▼
抱
負
：
心
身
を
鍛
え
る
こ
と 

　

▼
主
将
：
小
林 

陸

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
フ
ァ

イ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）
は
、「
日

本
一
に
な
る
こ
と
」
を
目
標
に
「
心
身
を

鍛
え
る
こ
と
」
を
目
的
に
活
動
し
て
お
り

こ
れ
ま
で
八
度
の
全
国
優
勝
と
三
度
の
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

先
輩
方
が
、
大
学
や
社
会
人
の
チ
ー
ム
で

選
手
と
し
て
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
現

役
選
手
は
、

先
輩
方
が
築

い
て
こ
ら
れ

た
実
績
と
伝

統
を
引
き
継

ぎ
、
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の

た
め
に
、
そ

し
て
自
分
自

身
の
た
め
に

日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま

す
。
同
窓
会

の
先
輩
方
に

も
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ

う
頑
張
り
ま

す
の
で
、
応

援
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
主
な
戦
績
》

・�

大
阪
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
：
準
優

勝
・�

第
49
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会
：�

ベ
ス
ト
8

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

▼ 

抱
負
：
全
員
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
、
一
人
で
も
多
く
の
選
手
が
全
国
大

会
上
位
入
賞
を
目
指
す

▼
主
将
：
福
田 

健
人

　

２
０
１
８
年
は

３
月
の
全
国
選
抜

大
会
53
㎏
級
で
現

２
Ｐ
１
の
安
藤
徹

郎
君
が
１
年
生
で

準
優
勝
を
果
た
す

快
挙
で
始
ま
り
ま

し
た
。
近
畿
大
会

62
㎏
級
で
は
現
３

Ａ
５
の
堀
颯
吾
君

が
優
勝
を
果
た
し
、

団
体
で
は
第
4
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
３
Ａ
４
の
前
主

将
山
口
颯
太
君
が

開
会
式
で
大
阪
選

手
団
の
旗
手
を
務

め
ま
し
た
。
３
年

生
が
引
退
し
、
現

在
１
年
生
５
名
・

２
年
生
３
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
終

学
年
を
迎
え
た
安
藤
君
の
全
国
制
覇
達
成

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
安
藤
君
に
続
け
と
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
名
乗
り
を
上
げ
る
部
員
が
出
て
き
ま

し
た
。
２
Ｇ
１
の
新
主
将
福
田
健
人
君
の

成
長
が
著
し
く
冴
え
、
1
年
生
で
は
稀
に

み
る
パ
ワ
ー
を
誇
る
成
長
が
、
１
Ａ
４
の

櫻
井
喜
樹
君
に
活
躍
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

女
子
で
は
橋
本
美
桜
さ
ん
の
全
国
高
校

女
子
出
場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
五
輪
を
来
年
に
控
え
、
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
る
機
会
が
増

え
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
校
卒
業
生
、

ロ
ス
五
輪
４
位
、
ソ
ウ
ル
五
輪
５
位
の
２

大
会
連
続
入
賞
の
市
場
孝
士
コ
ー
チ
の
も

と
、
部
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
全
国
大

会
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

《
主
な
戦
績
》

・
大
阪
総
合
体
育
大
会�

近
畿
大
会

　

男
子
：
6２
㎏
級
・
優
勝

　
　
　
　

53
㎏
級
・
第
2
位

ダ
ン
ス
部

▼
抱
負
：
全
国
大
会
出
場 

▼
代
表
：
金
崎 

純
花 

　

私
達
ダ
ン
ス
部
は
、
全
国
大
会
出
場
を

目
標
と
し
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

一
年
か
け
て
一
つ
の
作
品
を
ダ
ン
ス
部
全

体
で
作
り
上
げ
一
人
一
人
が
意
見
を
出
し

合
い
、
よ
り
良
い
物
と
な
る
よ
う
に
創
意

工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い

点
も
あ
り
ま
す
が
、
部
員
が
少
し
ず
つ
で

も
成
長
出
来
れ
ば
と
思
い
、
見
て
い
る
人

に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ブ

と
し
て
一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
て
行
き
た

い
で
す
。

《
主
な
出
場
》

・�

第
３
回　

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
選

手
権
出
場

・�

第
４
回　

全
日
本
高
等
学
校
チ
ー
ム
ダ

ン
ス
選
手
権
出
場

・�

第
５
回　

日
本
ダ
ン
ス
大
会
出
場

・�

第
５
回　

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
選

手
権
大
会
出
場

・�

第
６
回　

日
本
ダ
ン
ス
大
会
出
場

サ
ッ
カ
ー
部

▼
抱
負
：
レ
オ
ン
フ
ォ
ル
テ

▼
主
将
：
林 

大
輝

　
�

「
レ
オ
ン
フ
ォ
ル

テ
（
強
い
ラ
イ
オ

ン
）」
と
い
う
ロ
ゴ

を
胸
に
付
け
毎
日
人

工
芝
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
監
督
や
コ
ー

チ
の
指
導
の
下
、
人

間
形
成
に
努
め
サ
ッ

カ
ー
選
手
と
し
て

の
誇
り
を
持
ち
つ

つ
、
全
国
大
会
出
場

を
目
指
し
て
日
々

１
０
０
％
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
夏
に
は
、
欧

州
（
イ
タ
リ
ア
）

よ
り
特
別
コ
ー
チ

を
招
へ
い
し
、
指

導
し
て
も
ら
う

こ
と
で
海
外
の
戦

術
や
意
識
・
サ
ッ

カ
ー
観
を
学
び
ま
す
。
生
活
面
で
は
厳
し

く
要
求
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
は
直
接

プ
レ
ー
に
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
後
援

会
も
存
在
し
、
環
境
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
日
々
更
な
る
高
み
を

目
指
し
強
化
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

《
主
な
出
場
》

・
高
円
宮
杯
Ｕ
─

18
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

・
大
阪
府
高
校
春
季
サ
ッ
カ
ー
大
会

・�

大
阪
高
校
総
体
（
兼
）
選
手
権
大
阪
大

会テ
ニ
ス
部 

▼ 

抱
負
：
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
人
間
的
に
も

成
長
す
る
こ
と

▼
主
将
：
岩
田 

輝
介

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で
ご
活

躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
の
も

と
、
テ
ニ
ス
部
は

男
子
が
過
去
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
個
人
単

複
３
位
、
団
体
ベ

ス
ト
16
、
全
国
選

抜
団
体
ベ
ス
ト

８
、
個
人
準
優
勝
、

ま
た
、
女
子
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
個
人

単
複
優
勝
、
複
３

位
団
体
ベ
ス
ト
６

と
言
う
輝
か
し
い

成
績
を
収
め
ま
し

た
。
生
駒
コ
ー
ト

に
は
砂
入
り
人
工

芝
コ
ー
ト
５
面
、

ハ
ー
ド
コ
ー
ト
２

面
を
備
え
、
練
習

環
境
に
も
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

経
験
者
、
初
心
者
は
問
わ
ず
部
員
相
互

が
切
磋
琢
磨
す
る
か
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
自
分
の
力
を
伸
ば
し
、
結
果
を
出

し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
生
駒
コ
ー
ト
へ
も
お
気
軽
に
お

越
し
下
さ
い
部
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

《
主
な
戦
績
》

・�

２
０
１
８
関
西
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会

　

�

〈
18
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

　
　

�

ベ
ス
ト
64　

古
田�

勇
貴
（
３
Ｐ
２
）、

宇
野
友�

貴
（
２
Ｐ
２
）

　

�

〈
16
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

　
　

ベ
ス
ト
64　

今
西�

流
空
（
１
Ｐ
２
）

・�

第
48
回
大
阪
府
私
立
高
等
学
校
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会

　

�

〈
男
子
団
体
〉
第
4
位

　
　

�

上
田�

航
大
（
２
Ｕ
２
）、
木
戸�

脇
舜
、

佐
々
木�

翼
（
２
Ｐ
１
）、
山
田�

輝
介
、

宇
野�

友
貴
（
２
Ｐ
２
）、
横
井�

壮
太

郎
（
２
Ｇ
２
）、
今
西�

流
空
（
１
Ｐ
２
）

　

�

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉
ベ
ス
ト
8

　
　

宇
野�

友
貴
（
２
Ｐ
２
）

・��

第
73
回
大
阪
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

テ
ニ
ス
大
会

　

�

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

　
　

第
３
位　

岩
田�

輝
介
（
２
Ｐ
２
）

　
　

ベ
ス
ト
８　

今
西�

流
空
（
１
Ｐ
２
）�

　
　

�

ベ
ス
ト
16　

木
戸�

脇
舜
（
２
Ｐ
１
）、

横
井�

壮
太
郎
（
２
Ｇ
２
）��

　
　

�

ベ
ス
ト
32　

佐
々
木�

翼
（
２
Ｐ
１
）、

宇
野�

友
貴
（
２
Ｐ
２
）

　

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

　
　

�

第
3
位　

木
戸�

脇
舜
（
２
Ｐ
１
）・

岩
田�

輝
介
（
２
Ｐ
２
）
組

　
　

�

ベ
ス
ト
8　

佐
々
木�

翼
（
２
Ｐ
１
）・

宇
野�

友
貴
（
２
Ｐ
２
）
組

　
　

�

ベ
ス
ト
16　

横
井�

壮
太
郎
（
２
Ｇ
２
）�

・
今
西�

流
空
（
１
Ｐ
２
）
組

　

《
3
年
生
の
部
》

　

〈
3
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

　
　

ベ
ス
ト
8　

下
引
地�

大
和
（
３
Ｕ
７
）

　
　

�

ベ
ス
ト
16　

藤
浦�

弘
人
（
３
Ｕ
１
）、

和
田�

翔
也
（
３
Ｕ
７
）�

　

〈
3
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

　
　

�

第
３
位　

藤
浦�

弘
人
（
３
Ｕ
１
）・

下
引
地�

大
和
（
３
Ｕ
７
）
組

・�

２
０
１
８
池
村
杯
大
阪
サ
マ
ー
ジ
ュ
ニ

ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

たのしいクラブ
在校生のみなさんの活躍ぶりを、
クラブ活動を通してレポートしていただきました。

在校生のみなさんからの
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

▼
抱
負
：
楽
し
く
・
元
気
よ
く

▼
主
将
：
樋
口 

翔
一

　

ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
は
、
現

在
男
女
合
わ

せ
て
24
名
で

活
動
し
て
い

ま
す
。
練
習

は
鶴
見
緑
地

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
っ

て
お
り
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
自
分
た
ち
で

考
え
な
が
ら
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
今
年
度
は
、
中
央
大
会
や
私

学
大
会
で
上
位
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
そ
れ
以
上
の
結
果
が
残
せ
る
よ
う
、

毎
日
の
練
習
を
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

▼
抱
負
：
元
気
・
勇
気
・
元
気

▼
主
将
：
山
部 

鮎
香

　

私
達
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
は
、
昨
年

３
月
に
創
部
10
周
年
記
念
公
演
を
さ
せ
て

頂
き
学
校
関
係
者
の
方
に
も
沢
山
ご
来
場

頂
き
ま
し
た
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

10
周
年
か
ら
始
ま
っ
た
２
０
１
８
年
は
、

関
西
大
会
で
規
定
演
技
３
位
、
自
由
演
技
４

位
で
全
国
大
会
に
進
出
し
、
全
国
大
会
で

あ
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
で
は
初
め
て
決
勝

に
残
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

で
は
す
み
れ
祭
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
祭
と

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
地
域
の
方
々

に
チ
ャ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
見
て
も
ら
う
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の

大
薗
や
梧
桐
祭

で
先
生
方
と
演

技
さ
せ
て
頂
い

た
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
上

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

《
主
な
出
場
》

・�

関
西
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

（
プ
リ
ン
ス
ボ
ウ
ル
）

・�

す
み
れ
祭�

・�

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｐ

・
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
祭

・�

芸
術
文
化
祭
典
体
操
フ
ェ
ス
テ
ェ
バ
ル

高
校
生
大
会

__

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
抱
負
：
礼
儀
正
し
く

▼
主
将
：
礪
波 

航
大

　

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
部

員
34
名
で
主
将

を
中
心
に
毎
日

活
動
し
て
い
ま

す
。
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
を
高
め
、

基
礎
を
も
と
に

チ
ー
ム
力
を
向

上
さ
せ
て
勝
利

を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
夏
と
冬
に
強
化
合

宿
を
行
い
、
普
段
の
練
習
不
足
を
補
完
し

て
Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
の
場
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
冬
は
奈
良
県
へ
遠
征
に
出
か
け
て
、

自
分
た
ち
の
実
力
を
試
し
ま
し
た
。

《
主
な
戦
績
》

・�

平
成
29
年
度�

第
65
回�

大
阪
高
等
学
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会�

《
西
地
区

大
会
》：
３
回
戦
進
出

・�

第
71
回
大
阪
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
：
1
次
予
選
３
回
戦
進
出

・�

第
72
回
大
阪
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
：
１
回
戦
敗
退

・�

第
65
回
大
阪
私
立
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
：
ベ

ス
ト
16

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

▼
抱
負
：
各
自
４
回
戦
突
破
！

▼
主
将
：
鳥
越　

紡　

　

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

部
で
は
50
名
が
在

籍
し
、
み
ん
な
仲

良
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
競
技
と
し

て
行
う
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
で
は
時
速

１
０
０
キ
ロ
を
超

え
る
シ
ャ
ト
ル
を
打
ち
合
う
高
速
な
世
界

を
体
験
で
き
ま
す
。
初
心
者
も
多
い
で
す
が
、

一
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
、
一
昨
年
の
１
年

生
は
約
２
ヶ
月
で
試
合
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

経
験
者
は
よ
り
強
く
な
る
よ
う
に
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
た
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

男
女
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
強
く
な
っ
て
、

よ
り
多
く
の
試
合
で
勝
ち
進
ん
で
行
く
の

が
目
標
で
す
。

《
主
な
出
場
》

・�

第
72
回
大
阪
高
等
学
校
春
季
競
技
大
会

・�

第
73
回
大
阪
高
等
学
校
夏
季
競
技
大
会

・�

第
66
回
大
阪
高
等
学
校
選
手
権
大
会

空
手
道
部

▼
抱
負
：
礼
に
始
ま
り 

礼
に
終
わ
る

▼
代
表
：
藤
野 

充
真�

�

　

　

空
手
道
部
は

現
在
男
子
14
名

女
子
6
名
で
活

動
し
い
ま
す
。

日
々
の
鍛
錬
の

結
果
、
前
々
年

度
か
ら
3
年
連

続
の
近
畿
大
会

出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。
毎
日

の
練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、
部
員
同
士
が

励
ま
し
合
っ
て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
大
会
で
の
勝
利
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
取
り
組
み
の
中
で
「
自
ら
の

心
身
を
鍛
え
、
困
難
に
打
ち
勝
つ
」
と
い

う
空
手
道
の
精
神
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」

空
手
道
競
技
を
通
し
て
、
敬
意
を
も
っ
て

人
と
接
す
る
礼
儀
や
、
物
事
に
真
摯
に
取

り
組
む
姿
勢
を
学
ん
で
い
ま
す
。
女
子
部

員
も
男
子
部
員
と
共
に
練
習
に
励
み
、
切

磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
部
員
一
人
一
人
が
心
身
共
に
し
っ

か
り
成
長
し
て
い
け
る
ク
ラ
ブ
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

《
主
な
戦
績
》

・�

大
阪
府
高
等
学
校
新
人
大
会
（
男
子
・

女
子
団
体
組
手
・
女
子
団
体
型
：
第
5

位
）

・�

近
畿
高
等
学
校
空
手
道
大
会
（
男
子
団

体
組
手
：
第
5
位
）

硬
式
野
球
部

▼
抱
負
：
努
力
一
本

▼
主
将
：
吉
見 

良
磨　

　

昨
夏
の
１
０
０

周
年
記
念　

南
・

北
大
阪
大
会
は
、

京
セ
ラ
ド
ー
ム

で
の
開
幕
戦
で
高

槻
北
を
10
対
3
で

破
り
、
田
上
監
督

は
夏
初
の
采
配
を

コ
ー
ル
ド
で
勝
利

し
ま
し
た
。
創
立

90
周
年
に
甲
子
園

出
場
場
の
花
を
添

え
た
い
と
の
強
い

思
い
で
挑
み
ま
し
た
が
、
4
回
戦
で
大
冠
高

校
に
敗
れ
、
ベ
ス
ト
16
で
し
た
。
大
会
期
間

中
は
沢
山
の
Ｏ
Ｂ
、
保
護
者
の
皆
様
に
ご
声

援
を
頂
き
ま
し
て
本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
。
現
在
は
、
新
チ
ー
ム
と
な
り
部
員
34

名
で
先
輩
達
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
に
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
部
員
一
同
甲
子
園
出

場
を
目
指
し
て
さ
ら
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
、
応
援
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。ゴ

ル
フ
部

▼ 

抱
負
：
全
国
大
会
出
場
を
目
標
に
努
力

を
継
続
す
る

▼
主
将
：
小
梶 

蓮

　

ゴ
ル
フ
の
基
本
で
あ
る
マ
ナ
ー
や
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
身
に
付
け
、
礼
儀
正
し
く
誠
実

に
競
技
に
臨
む
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
々
の
練
習
の
中
で
も
、
常
に
他

者
を
敬
う
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
取
り
組
む
こ

と
で
技
術
面
の
上
達
だ
け
で
な
く
、
人
間

的
な
成
長
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
男
女
と
も
に
関
西
大
会
に
進

出
し
女
子
は
春
の
全
国
大
会
や
国
体
に
も

出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
、
在
校
生
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
が
周
囲
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
の
成
果
で
あ
る
と
お
も
い
ま
す
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
Ｏ
Ｂ
の
方
々

が
築
き
、
守
っ
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
在
校

生
が
引
継
ぎ
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
努

力
を
惜
し
ま
ず
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
主
な
戦
績
》

・�

関
西
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技
予
選

男
子
15
歳
～
17
歳
の
部　

5
位
タ
イ

・�

第
73
回
国
民
体
育
大
会
ゴ
ル
フ
競
技　

女

子
個
人
の
部　

出
場

・�

大
阪
府
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権　

女
子

の
部　

9
位
タ
イ

少
林
寺
拳
法
部

▼
抱
負
：
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝 

▼
主
将
：
堀
田 

彬
文

　

少
林
寺
拳
法
部
は
自
分
自
身
を
頼
り
と

す
る
こ
と
の
出
来
る
「
本
当
の
強
さ
」
を

持
っ
た
人
間
を
育
て
る
武
道
で
す
。
練
習
は
、

基
本
的
に
は
二
人
一
組
に
な
り
お
こ
な
い

ま
す
。
自
分
も
上
達
し
相
手
に
も
上
達
し

て
貰
う
「
半
ば
は
自
分
の
幸
せ
を
、
半
ば

は
他
人
の
幸
せ
を
」
と
い
う
少
林
寺
拳
法

の
精
神
か
ら
来
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
成
績
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
「
女
子
単
独
演
武
第
2
位
」「
男
子
単
独

演
武
第
2
位
」「
男
子
団
体
演
武
第
3
位
」

近
畿
大
会
で
は
「
男
子
団
体
演
武
第
3
位
」

「
男
子
単
独
演
武
第
2
位
」「
男
子
団
体
演

武
第
3
位
」
近
畿
大
会
で
は
「
男
子
団
体

演
武
第
3
位
」「
男
子
自
由
組
演
武
第
1
位
」

「
男
子
規
定
組
演
武
第
1
位
」
等
、
大
き

な
大
会
で
男
女
と

も
に
入
賞
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

近
畿
中
学
校
大
会

で
は
「
単
独
演
武

第
1
位
・
第
2

位
」「
組
演
武
第

2
位
」
と
い
う
結

果
を
残
し
ま
し
た
。

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

優
勝
」
を
目
指
し

て
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
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書
道
部

▼
抱
負
：
勇
往
邁
進

▼
部
長
：
服
部 

元
春

　

手
書
き
の
文
字
に

は
活
字
に
は
な
い
ぬ

く
も
り
が
あ
り
ま
す
。

墨
と
筆
で
書
い
た
文

字
に
は
パ
ワ
ー
が
み

な
ぎ
り
ま
す
。
思
い

を
込
め
て
文
字
を
書

く
と
き
、
心
は
解
放

さ
れ
ま
す
。
書
道
部

は
、
基
礎
練
習
と
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
双
方
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
縦
４
メ
ー

ト
ル
×
横
６
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
紙
に
箒

筆
で
書
い
た
梧
桐
祭
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
和
太
鼓
も
加
わ
っ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。�　

昨
年
度
か
ら
毛
筆
検

定
に
挑
戦
し
て
お
り
、
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
コ
ツ
コ
ツ
と
練
習

を
積
み
重
ね
て
、
多
く
の
賞
を
頂
け
る
よ

う
努
力
し
て
行
き
ま
す
。

《
主
な
受
賞
》

・�

第
61
回
全
国
書
初
め
作
品
展　

全
日
本

少
年
書
道
振
興
協
会
賞
・
受
賞

美
術
部

▼
抱
負
：
楽
し
む

▼
部
長
：
東
田 

陽
花

　

主
に
、
自
分
の
好

き
な
制
作
を
し
ま

す
。
絵
が
得
意
な

人
、
切
り
絵
や
造
形

物
を
作
り
た
い
人
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人

に
合
わ
せ
て
、
基
本

的
な
技
法
な
ど
身
に

付
け
さ
せ
、
作
品
の

発
展
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
様
々

な
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

に
出
展
し
た
り
、
梧

桐
祭
に
は
、
作
品
展

や
自
分
た
ち
で
作
っ

た
物
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
芸

術
系
の
大
学
受
験
を

考
え
て
い
る
人
に
は
、
受
験
の
対
策
を
行
っ

て
居
り
ま
す
。

《
主
な
受
賞
・
出
展
》

・�

川
原
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
：
佳
作

・�

国
際
美
術
展
：
出
展

水
泳
部

▼ 

抱
負
：
ま
わ
り
と
心
を
合
わ
せ
、
自
分

に
勝
つ
!!

▼
部
長
：
八
木 

柚
璃

　

水
泳
部
は
現
在

高
校
生
59
名
、
中

学
生
１
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
屋

外
プ
ー
ル
の
た
め
、

プ
ー
ル
で
の
練
習

は
５
月
か
ら
９
月

ま
で
と
な
り
、
そ

れ
以
外
は
、
校
外

の
屋
内
プ
ー
ル
で

練
習
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
等
で
体
感
・
バ
ラ
ン
ス
を
鍛
え
て
い
ま

す
。
水
泳
経
験
者
ば
か
り
で
な
く
高
校
か

ら
始
め
た
部
員
も
多
く
、
技
術
や
記
録
を

伸
ば
す
こ
と
に
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

　

４
年
前
か
ら
水
球
も
立
ち
上
げ
て
、
水

中
の
ボ
ー
ル
回
し
や
チ
ー
ム
プ
レ
ー
等
を

学
び
、
他
校
と
の
合
同
練
習
会
を
重
ね
て

行
く
中
で
好
成
績
を
残
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

学
年
関
係
な
く
、
と
も
に
切
磋
琢
磨
し

て
い
き
な
が
ら
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。�

《
主
な
出
場
》

６
月　

�

高
校
総
体
（
大
阪
予
選
会
、
中
央

大
会
）�

８
月　

大
阪
高
校
対
校
競
技
会

　
　
　

大
阪
私
学
大
会

９
月　

大
阪
高
校
新
人
大
会�

卓
球
部

▼
抱
負
：
文
武
両
道 

▼
主
将
：
田
辺 

俊
哉

　

卓
球
は
ど
う
や
っ
て
誕
生
し
た
か
知
っ

て
い
ま
す
か
？
卓
球
は
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

と
云
う
よ
う
に
、
テ
ニ
ス
と
関
係
が
あ
っ
て
、

雨
が
降
っ
て
も
テ
ニ
ス
が
し
た
い
と
云
う

こ
と
か
ら
卓
球
が
誕
生
し
た
よ
う
で
す
。

卓
球
は
奥
が
深
く
て
、
た
だ
打
ち
返
せ
ば

い
い
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
ど
ん
な
回
転
が
か

か
っ
て
い
る
の
か
瞬
時
に
判
断
し
て
対
応

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
頭
と
体
を
同
時

に
使
う
と
こ
ろ
が
面
白
い
処
で
も
あ
り
難

し
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
く
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

見
る
よ
り
実
際
に
し
て

み
る
と
楽
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

茶
華
道
部

▼
抱
負
：
礼
儀
正
し
く

▼
部
長
：
佐
向 

椋
介

　

茶
華
道
部
は
、

茶
道
は
裏
千
家

の
先
生
に
、
華

道
は
未
生
流
の

先
生
に
来
て
い

た
だ
い
き
、
月

2
回
程
度
土
曜

日
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
茶
道

の
み
、
華
道
の

み
活
動
の
生
徒
も
い
れ
ば
、
両
方
活
動
し

て
い
る
生
徒
も
お
り
、
中
高
合
わ
せ
て
12

名
で
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
創
立
記
念
日
に
行
わ
れ
る
梧
桐
祭

で
は
、
生
け
花
の
展
示
と
着
物
・
袴
を
着

て
茶
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

科
学
部

▼
抱
負
：
身
近
な
科
学
を
楽
し
む

▼
代
表
：
三
原 

瑞
希

　

科
学
部
で
は
、
週
に
一
度
自
分
達
の
簡

単
な
も
の
か
ら
、
少
し
難
し
い
も
の
ま
で
、

色
々
な
実
験
に
挑
戦
し
て
来
ま
し
た
。
人

数
は
少
な
い
で
す
が
、
中
学
生
・
高
校
生

の
分
け
隔
て
な
く
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
梧
桐
祭
で
は
「
い
ら
い
ら
棒
」

を
製
作
し
、
沢
山
の
方
が
ご
来
場
参
加
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
校
に
は
、

実
験
に
必
要

な
試
薬
が
豊

富
に
あ
る
の

で
、
今
後
も
、

様
々
な
実
験

に
挑
戦
し
て

行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

に
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

《
主
な
活
動
》

・
梧
桐
祭
で
の
展
示

陸
上
競
技
部

▼
抱
負
：
全
国
大
会
出
場

▼
主
将
：
宮
崎 

彩
輔

　

私
た
ち
陸
上
競
技
部
は
、
短
距
離
・
長

距
離
な
ど
合
わ
せ
て
21
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
練
習
は
鶴

見
緑
地
公
園
内
で

行
っ
て
い
ま
す
。

坂
道
を
使
う
な

ど
、
練
習
環
境
を

工
夫
し
て
記
録
会

や
大
会
に
向
け
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
す
が
、
部

員
同
士
で
声
を
掛

け
合
い
、
雰
囲
気

の
良
い
練
習
を
心
掛
け
、
自
分
た
ち
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
な
ど
で

近
畿
大
会
に
出
場
し
た
部
員
も
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
刺
激
を
受
け
、
他
の
部
員
も

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

《
主
な
戦
績
》

・�

大
阪
府
予
選
２
０
０
ｍ
：
第
5
位

・
近
畿
高
校
総
体
２
０
０
ｍ
：
第
8
位

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

▼
抱
負
：
見
聞
を
広
め
る
人

▼
代
表
：
高
峰 
颯
紀

　

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
3
年
生
9

名
・
2
年
生
2
名
・
1
年
生
4
名
の
計
15

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
学
内
で
の
募
金
・

清
掃
活
動
の
ほ
か
、
地
域
と
の
連
携
活
動

と
し
て
、
老
人

ホ
ー
ム
や
子
ど

も
食
堂
・
小
学
生

の
放
課
後
支
援
活

動
の
お
手
伝
い
な

ど
、
高
校
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て

毎
週
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

老
人
ホ
ー
ム
で

は
一
緒
に
折
り
紙

で
作
品
を
作
っ
た
り
、
い
も
堀
や
花
火
大

会
等
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
昔
話
や
貴
重

な
体
験
談
を
聞
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
支
援
等
は
子
供
達
と
一

緒
に
宿
題
を
し
た
り
行
事
を
計
画
し
た
り

と
楽
し
く
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
カ
ナ
文
字
の
加
盟
校
と
し
て
の
活
動

を
持
っ
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
や

災
害
募
金
活
動
な
ど
学
外
で
の
活
動
も
積

極
的
に
参
加
し
見
聞
を
広
め
人
と
し
て
成

長
で
き
る
よ
う
に
日
々
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

自
転
車
競
技
部

▼
抱
負
：
再
挑
戦

▼
主
将
：
高
水 

健
人

　

自
転
車
競
技
部
は
、
２
０
１
８
年
度
の

近
畿
大
会
（
６
月
）
で
、
ロ
ー
ド
と
ト
ラ
ッ

ク
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
末
の
２
０
１
９
年
３
月

に
は
、
全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技

大
会
で
ト
ラ
ッ
ク
競
技
（
種
目
は
ス
ク
ラ
ッ

チ
競
技)

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
度
は
部
員
は
２
人
と
少
な

く
、
大
阪
大
会
で
も
、
チ
ー
ム
競
技
に
出

場
で
き
ず
、
残
念
な
思
い
を
し
て
居
り
ま

し
た
。
来
年
度

は
、
部
員
が
増

え
、
チ
ー
ム
競

技
に
も
出
場
し

な
が
ら
、
個
人

競
技
で
よ
り
好

成
績
を
上
げ
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ご
声
援
宜
し

く
お
願
い
致
し

ま
す
。�
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演
劇
部

▼
抱
負
：
見
て
い
る
人
を
楽
し
ま
せ
る

▼
部
長
：
小
松 

未
来 

　

現
在
演
劇
部

は
15
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
演
劇
部

は
「
舞
台
上
で

普
段
の
自
分
と

は
違
う
自
分
に

な
る
こ
と
」、
ま

た
「
表
現
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
」

に
心
を
惹
か
れ

て
日
々
全
力
で

練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
の
Ｈ
Ｐ

Ｆ
（
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
プ
レ
イ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
）

公
演
で
は
高
校

生
な
ら
で
は
の

葛
藤
を
舞
台
で

表
現
し
、
大
阪
演
劇
研
究
大
会
Ｅ
地
区
大

会
で
は
大
産
大
附
高
校
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

る
「
見
て
い
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
演
劇
」

を
全
力
で
公
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
個
人
演
技
賞
や
優
秀
賞
を
い

た
だ
き
、�

多
く
の
人
に
大
産
大
附
高
校
の
演

劇
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
様
な
表
現
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
演
劇
部
の
活
動

を
応
援
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

軽
音
楽
部

▼
抱
負
：
音
楽
を
楽
し
み
、

　
　
　
　

楽
し
さ
を
伝
え
る

▼
代
表
：
三
木 

日
真
里

　

軽
音
楽
部
は
、
気
の
合
う
仲
間
と
バ
ン

ド
を
組
み
、
日
々
ラ
イ
ブ
に
向
け
、
練
習

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
大
き
な
目
標
は

文
化
祭
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
今
年
は
、

校
内
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
、
練
習
の
成
果
を

色
々
な
人
に
聞
い
て
い
た
だ
く
機
会
を
作
っ

て
い
ま
す
。
普
段
は
ね
バ
ン
ド
単
位
で
の

活
動
で
す
が
、
先
輩
や
友
達
に
楽
器
を
習

う
な
ど
、
バ
ン
ド
を
超
え
た
活
動
も
あ
り

音
楽
を
通
し
て
、
協
調
性
や
礼
儀
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
す
。

《
活
動
予
定
》

４
月　

新
入
生
歓
迎
ラ
イ
ブ�

11
月　

文
化
祭
ラ
イ
ブ�

12
月　

ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ�

そ
の
他
校
内
ラ
イ
ブ
や
発
表
会

軟
式
野
球
部

▼
抱
負
：
感
謝
の
気
持
ち

▼
主
将
：
澤
田 

知
宏

　

我
々
、
軟
式
野

球
部
は
、
日
々
「
感

謝
の
気
持
ち
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
自

ら
望
ん
で
入
っ
た

軟
式
野
球
部
で
あ

り
、
大
好
き
な
軟

式
野
球
部
を
心
置
き
な
く
取
り
組
む
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
全
て

の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
、
物
理
的
に

環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
る
学
校
関
係
者
の

方
々
、
出
場
す
る
各
大
会
を
運
営
し
て
く

だ
さ
る
大
会
関
係
者
の
方
々
、
試
合
を
し

て
く
だ
さ
る
他
校
の
方
々
、
い
つ
も
協
力

し
合
っ
て
活
動
に
励
む
仲
間
た
ち
、
そ
し
て
、

何
と
い
っ
て
も
い
つ
も
全
力
で
支
え
て
く

れ
る
家
族
。
枚
挙
に
暇
が
な
い
く
ら
い
多

く
の
方
々
の
力
を
お
借
り
し
て
我
々
は
、

活
動
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

日
々
努
力
し
て
い
け
る
集
団
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

剣
道
部

▼
抱
負
：
文
武
両
道 

 
 

▼
顧
問
：
岡 

康
二
・
北
本 

淳
也

　

本
学
剣
道
部
は
、
現
在
部
員
数
7
名
と

な
り
少
な
い

状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

高
校
剣
道
人

口
全
体
も
減

少
し
て
い
る

現
状
も
あ

り
、
心
配
で

な
り
ま
せ

ん
。
今
年
度

か
ら
女
子
部

員
も
入
部
可

と
し
ま
し
た
の
も
、
そ
の
事
が
理
由
の
1

つ
で
あ
り
ま
す
。
少
な
い
部
員
数
で
あ
り

ま
す
が
、
部
員
達
は
、
勉
強
と
剣
道
の
両

立
を
果
た
そ
う
と
必
死
に
頑
張
っ
て
学
校

生
活
を
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
そ
ん
な
頑
張
り
を
日
々
監
督

し
な
が
ら
も
、
一
緒
に
防
具
を
着
け
て
部

員
達
と
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
剣
道
が
出

来
る
こ
と
に
感
謝
し
毎
日
を
充
実
し
た
も

の
に
す
る
。
そ
れ
を
生
徒
達
と
実
践
す
る

毎
日
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
研
究
部

▼
抱
負
：
表
現
力
の
魅
力

▼
主
将
：
岩
佐 

大
樹

　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
研
究
部
は
、
イ
ラ
ス
ト
と
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
、
色
々
な
作
品
を
作
り
、
表
現
し
て

い
ま
す
。
鉛

筆
で
描
い
た

下
絵
を
パ
ソ

コ
ン
に
取
り

込
み
、
専
用

ソ
フ
ト
を

使
っ
て
色
を

塗
る
な
り
し

て
完
成
さ
せ

ま
す
。
液
晶

タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
い
、
下

書
き
か
ら
完

成
ま
で
す
べ

て
パ
ソ
コ
ン

上
で
出
来
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま

た
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を

勉
強
す
る
部

員
も
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
使

い
こ
な
せ
な

い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
慣

れ
て
い
き
、
作
品
の
幅
を
広
げ
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

放
送
部

▼
抱
負
：
縁
の
下
の
力
持
ち

▼
主
将
：
岩
井 

玲
苑

　

放
送
部
で

は
、
月
曜
日

と
金
曜
日
の

週
2
回
、
昼

休
み
の
時
間

帯
に
ラ
ジ
オ

形
式
の
生
放

送
番
組
を
放

送
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
体

育
祭
や
梧

桐
祭
で
は
選

曲
・
司
会
・
実
況
の
担
当
も
し
て
お
り
ま

す
。
他
の
生
徒
達
か
ら
直
接
見
え
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
を
自
存
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
。�

�
�

�
�

《事業内容》
ボナンザ印野球用品の製造、卸及び販売
学校制定品販売

〒537-0021 大阪市東成区東中本 2丁目 9番 28 号
TEL：06-6974-8900 ／ FAX：06-6974-8901
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　同窓会総会では新役員が承認され、新しい事業計画の下で
運営される運びとなり、今年、11月１日に開催されます梧桐祭
（文化祭）には、同窓会ブースを新設致します。同窓会会員の
皆様方と交流を諮り、100周年の創立記念への礎になれば幸甚
かと思います。
　平成時代も終わり新元号時代の始まる第一歩ですので、平成
時代に優秀な活躍をされた母校クラブ活動部を極一部ではあり
ますが、一覧して記録に遺るように記載致しました。
　学校法人と同窓会との架け橋となる理事が同窓会役員から誕
生されました。
　「くろがね47号」で平成時代の発行が最終となり、次号から
新元号で発行となりますので、皆様方の清い投稿をお待ちして
居ります。 木村編集長

【支援希望者のお問い合わせ先】 事務局：06-6185-2210　直通：090-2385-0689

1970  大阪万博
 技術職員で勤務
2004 国際花博に出展
2005 愛知国際万博に
 出展
2006 SEOUL FOOD
 に出展
2010 上海国際万博に
 出展
2025 大阪関西万博に
 出展計画

私の万博・展示会履歴

◎1口　3,500円
◎100％返礼還元
　（カムカム商品）
◎定期的に万博情報を発信
※詳しくは右のＱＲコードを
　ご覧ください。

カムカムによって人々がハッピーになります。どうして？
❶アマゾン川流域に暮らす人々の生活向上をめざしています。
　とくに雇用と教育環境の支援
❷コカの栽培（麻薬コカインの原料）の削減。
❸カムカムを供給することで、消費者の健康増進に貢献。
　含まれる天然ビタミンＣの含有は、すべての植物の中でNo.1
その量は、レモン果汁の60倍以上、アセロラの2倍以上で半端でない。
老化にブレーキをかけるポリフェノールもたっぷり含まれています。

1965年 電気科卒業

田中 一夫（72歳）

アマゾンジャングルでカム
カムに出会って20年経過し
ましたが、今も現役で世界貢
献中。みなさまの暖かいご支
援をお願い申し上げます。

カムカムって
なんなの？

ＴＶ・ラジオでアピール 大阪・関西万博2025 出展計画中
出展支援 クラウドファンディング

【支援概要】

奇跡のスーパーフルーツ・カムカムを
再び大舞台に出させてください！

編集後記

平成30年度 総会に於いて同窓会会則が決議・承認により改定されました。
内容をご報告いたします。

	 規約改定内容（抜粋） 平成30年（2018）6月17日	制定

《 旧規程 》
大阪産業大学附属高等学校同窓会 会則

現 行 会 則

《 新規程 》
大阪産業大学附属高等学校同窓会 会則 

改 定 会 則

第 4 章　役員・幹事
第 6 条　本会に次の役員・幹事を置く

会　　長　　1名
副 会 長　　5名以内	
常任幹事　		10 名以内
会　　計　　1名
幹　　事　　若干名（卒業年度別等）

第 4 章　役員・幹事
第 6 条　本会に次の役員・幹事を置く

会　　長　　1名
副 会 長　　5名以内（総会運営長）
常任幹事　　10名以内（くろがね編集長）
会　　計　　２名
幹　　事　　若干名（卒業年度別等）

第 6 章　役員・幹事の選任・任期
第 9 条

１．	役員及び幹事の任期は、就任後 3回目の定期総会終結まで
の３年間とし、再任を妨げない。

２．次期役員の選出まではその職務を継続する。
３．	欠員により補充された役員・幹事の任期は、前任者の残余

期間とする。
４．相談役の任期は、会長の任期と同じとする。

第 6 章　役員・幹事の選任・任期・期間
第 9 条

１．		役員及び幹事の任期は、就任後３年間とする。
　　	期間は既会計年度の 4月 1日から 3年後の 3月 31 日とし

再任は妨げない。
２．		次期役員の選出まではその職務を継続する。
３．		欠員により補充された役員・幹事の任期は、前任者の残余

期間とする。
４．相談役・参与の任期は、会長の任期と同じとする。

第 9 章　会　計
第 24 条 

会員（特別会員を除く）は、次の会費を納めるものとする。
・入会金　10,000 円
・年会費　		1,000 円

第 9 章　会　計
第 24 条 

会員（特別会員を除く）は、次の会費を納めるものとする。
・入会金　10,000 円
・年会費　		1,000 円
・永年会費	 卒業後 5年経過〜 50歳まで	 50,000 円
	 　　　50歳〜 70歳まで	 30,000 円
	 　　　70歳〜 90歳まで	 20,000 円
年齢は、既存年の 4月 1日から起算して、90 歳以上の方は会
費を免除する。年会費と永年会費の選択は、二者択一とする。
ただし、準会員が資格を喪失した場合、入会金を返却しないも
のとする。

同窓会組織・役割
任期 : 2018年～2021年3月31日

①同窓会役職　②卒業時の校名　③卒業年度と専攻科　④ひと言（すきな言葉や座右の銘など）

①参与
②大阪第一鉄道学校
③昭和23年運輸科卒
④山歩きで楽しんで居ります。

畑　昌三
はた しょうぞう

①参与
②大阪第一鉄道高校
③昭和23年運輸科卒
④今年は亥年に肖って英気を
養い、母校のために努めたい。

小池　明雄
 こいけ あきお

①参与
②大阪鉄道中学校
③昭和25年
④今年の年男です。総会出席
者が増えますように。

河邊　榮一
 かわべ えいいち

①参与
②大阪鉄道高等学校
③昭和29年機械科卒
④今年も元気を出して頑張り
たい。

上殿　貞義
うえどの さだよし

①相談役
②大阪鉄道高等学校
③昭和31年機械科卒
④歴史と伝統のある同窓会の
ために頑張ります。

寺前　章
てらまえ あきら

①副会長
②大阪鉄道高等学校
③昭和42年機械科卒
④学園各部署との連絡員とし
て和を取りたい。

大瀬戸　美満
 おおせと よしみつ

①副会長
②大阪鉄道高等学校
③昭和40年土木建築科卒
④日々是好日、陸上競技部の
健闘を応援し、更なる活躍を
願う。

田邊　正喜
 たなべ まさよし

①副会長
②大阪鉄道高等学校
③昭和40年電気科卒
④創立100周年に向けて皆様
と一緒に益々楽しい同窓会
にして行きたいと思います。

田中　一夫
 たなか かずお

①副会長
②大阪鉄道高等学校
③昭和35年業務科卒
④同窓会と学校法人本部とが
近づく努力と大阪産大グ
ループの企画に参画する。

大谷　和正
おおたに かずまさ

①会計監査
②大阪鉄道高等学校
③昭和39年業務科卒
④健康に留意し何事もチャレ
ンジ精神で取り組んでまい
ります。

辻野　孝治
 つじの こうじ

①会計
②大阪鉄道高等学校
③昭和47年電気科卒
④半ばは自己の幸せを、
　半ばは他人の幸せを

中山　俊治
なかやま しゅんじ

①会計
②大阪鉄道高等学校
③昭和33年機械科卒
④毎日の積み重ねが大事と
思って頑張っています。

小川　和彦
 おがわ かずひこ

①副会長(総会運営)
②大阪産業大学高等学校
③昭和52年普通科卒
④母校の後輩達の部活の報に
日々胸踊らさせています。　
期待しています。

西川　和人
にしかわ かずひと

①会長
②大阪鉄道高等学校
③昭和35年電気科卒
④母校のため誠心誠意頑張り
ます。よろしくお願いします。

片岡　満
かたおか みつる

①常任幹事
②大阪鉄道高等学校
③昭和41年電気科卒
④現役で頑張っています。

山本　善能
やまもと よしのり

①常任幹事
②大阪鉄道高等学校
③昭和35年業務科卒
④認知症ですが頑張ります。

上田　弘
 うえだ ひろむ

①会計監査
②大阪鉄道高等学校
③昭和41年土木建築科卒
④今年も微力でありますが同
窓会の活動に役立つちたい
です。

内藤　和男
ないとう かずお

①常任幹事
②大阪産業大学高等学校
③昭和58年電気科卒
④新しい時代を楽しみにしてい
ます、平和な時代が続く事を
願っています。

笠間　優雄
 かさま まさお

①常任幹事
②大阪産業大学高等学校
③昭和53年電気科卒
④「日々努力」
　今年も宜しくお願いします。

市場　孝士
 いちば たかし

①常任幹事(くろがね)
②大阪産業大学高等学校
③昭和55年普通科卒
④今年は新しい年号になります。
真摯に母校を応援し、少しでも
母校のために貢献したいです。

新村　和久
しんむら かずひさ

①常任幹事(総会運営)
②大阪産業大学高等学校
③昭和51年電気科卒
④母校のために役立って行き
たいと思います。

杉本　正之
すぎもと まさゆき

①常任幹事
②大阪産業大学高等学校
③平成5年普通科卒
④母校発展のために頑張りま
す。

本田　忠行
 ほんだ ただゆき

①常任幹事
②大阪鉄道高等学校
③昭和35年土木科卒
④母校の歴史と伝統を守り、母
校発展のため貢献出来るよ
う頑張ります。

向井　章
 むかい あきら

①常任幹事(くろがね)
②大阪鉄道高等学校
③昭和35年業務科卒
④新しい未来に向かって挑戦し、
明るく健康な開けた同窓会に
して行きたいと思っています。

木村　大成
 きむら たいせい

①常任幹事
②大阪鉄道高等学校
③昭和30年機械科卒
④歳を重ね耳が遠く健康に留
意しています。

勇上　隆司
ゆうがみ りゅうじ

①幹事
②大阪産業大学高等学校
③昭和58年土木科卒
④若輩ですが頑張ります。

高木　満
 たかぎ みつる

①幹事
②大阪産業大学高等学校
③昭和58年商業科卒
④後輩達の活躍に期待してい
ます。

山本　忠史
やまもと ただし

①幹事
②大阪鉄道高等学校
③昭和48年機械科卒
④応援団所属。我母校が社会に存在し
先輩や先生方の歴史を後輩達に伝
えていく役割りに参加し努力します。

吉田　潤二
 よしだ じゅんじ

①幹事
②大阪鉄道高等学校
③昭和43年土木建築科卒
④やりたいことではなく
　やるべきことをする

河田　喜一
 かわた よしかず

①幹事
②大阪産業大学附属高等学校
③平成11年普通科卒
④同じ年代の仲間卒業生に会
えるのを懐かしく楽しみにし
ています。

玉井　彰人
 たまい あきひと

①幹事
②大阪産業大学高等学校
③昭和53年電気科卒
④

司城　博明
つかさき ひろあき

　昨年の夏、地方大会・大阪で
は、四回戦で惜しくも敗れまし
たがそれも、監督就任数ヶ月の
短い時間の中、健闘したと思い
ます。
　室内練習場では田上監督自

らバッティング指導されて居ました。見学している
と!!現役時代京セラドームで「バックスクリーン」に
ホームランを打った時のスウィングがそのまま!! 選手
達も「しっかり監督のスウィング」を身に付けて今
年の夏は輝いて欲しい。“応援しています。”

　室内グランドで硬式野球部OB会から「練習用ボー
ル」を記念品として贈呈しました。

　生駒グランドに監督了解のもと「硬式野球部OB
会応援ノート」を置く予定です。グランドに来た時
に、ノートに応援・激励等々書いて下さい。また、
名前・住所・卒業年・科を記入をお願いします。
　野球部の日
程・予定も解
る範囲でノー
トに書く予定
です。

硬式野球部 アプローチ


